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は
じ
め
に

　

江
戸
歌
舞
伎
に
お
い
て
は
、
舞
踊
の
場
面
に
多
彩
な
音
曲
が
展
開
し
た
。
河

東
節
・
長
唄
・
常
磐
津
節
・
富
本
節
・
清
元
節
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
の
異
な

る
音
曲
は
名
題
役
者
が
演
じ
る
所
作
に
色
を
添
え
、
華
や
か
な
見
せ
場
と
な
っ

て
観
客
を
魅
了
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

舞
踊
の
演
目
に
新
作
が
出
る
と
、
役
者
・
作
者
・
演
奏
者
な
ど
の
上
演
情
報

と
と
も
に
そ
の
音
曲
の
詞
章
は
三
〜
五
丁
程
度
の
半
紙
版
の
小
冊
子
に
載
せ
ら

れ
、
上
演
時
に
芝
居
茶
屋
や
絵
草
紙
屋
か
ら
頒
布
さ
れ
た
。

　

筆
者
は
、
右
の
音
曲
の
う
ち
の
特
に
長
唄
に
つ
い
て
、
伝
本
の
調
査
を
広
く

行
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
版
行
上
の
特
徴
を
江
戸
の
三
座
別
に
東
海

大
学
の
紀
要
に
ま
と
め
て
き
た（

1
）。

そ
の
結
果
、
江
戸
版
の
長
唄
本
は
三
座
と
も

に
、
版
式
や
版
行
形
態
の
上
で
概
ね
足
並
み
を
揃
え
た
か
た
ち
で
版
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
伝
本
は
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）

中
村
座
の
上
演
作
品
を
上
限
と
し
て
、
明
治
期
に
わ
た
り
ほ
ぼ
継
続
し
て
残
っ

て
い
る
。

　

こ
の
長
唄
本
の
初
版
が
、
長
唄
を
用
い
た
所
作
場
の
元
の
か
た
ち
を
知
る
上

で
の
基
本
資
料
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
本

稿
で
は
少
し
視
点
を
変
え
て
、
長
唄
本
を
江
戸
の
草
紙
（
地
本
）
の
一
品
目
と

捉
え
る
立
場
で
考
察
を
進
め
た
い
。

　

長
唄
本
の
特
徴
の
一
つ
は
、
異
版
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
異
版
の
存
在

に
よ
っ
て
当
時
の
偽
版
の
実
態
や
版
権
の
確
立
す
る
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

全
体
と
し
て
地
本
に
お
け
る
版
権
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
捉
え
う
る
好
資
料
群

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
中
村
座
の
伝
本
に
は
刊
年
と
「
蔵
板
」「
再

板
」「
改
板
」
な
ど
の
記
載
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
動
向
を
他
の
二
座
よ
り

江
戸
版
長
唄
正
本
に
お
け
る
株
板
化
の
動
き

―
―
中
村
座
を
事
例
と
し
て
―
―

漆
﨑
ま
り
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に
つ
い
て
は
『
義
太
夫
本
公
訴
一
件（

6
）』

の
「
あ
つ
ま
の
ふ
み
や
」（
江
戸
地
本

問
屋
〔
抜
本
版
行
者
〕
側
の
記
録
）
に
断
片
的
に
触
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
以
下
は

西
宮
新
六
が
、
三
河
屋
喜
兵
衛
方
の
抜
本
の
元
株
主
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
奉

行
所
よ
り
江
戸
に
お
け
る
義
太
夫
本
の
始
末
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
天
保
三
年

十
一
月
十
九
日
付
け
で
こ
れ
に
返
答
し
た
書
面
の
一
部
分
で
あ
る
。
西
宮
新
六

は
江
戸
で
は
古
参
の
義
太
夫
本
版
元
で
、
伝
本
は
少
な
い
が
長
唄
本
を
も
版
行

し
て
い
る
。

尤
義
太
夫
本
ニ
不
限
、
長
唄
本
其
外
常
盤マ

マ

津
・
冨
本
・
清
元
・
新
内
節
等

ニ
至
る
ま
て
仲
間
行
事
之
改
は
仕
来
り
不
申
候
。
此
義
は
芝
居
ニ
而
狂
言

ニ
興
行
致
し
、
且
は
太
夫
共
門
弟
其
外
江
稽
古
本
ニ
相
用
ひ
候
事
故
、
前

〻
よ
り
新
規
ニ
出
来
之
分
ニ
而
も
其
時
〻
改
は
無
之
候
。
尤
何
節
ニ
不
寄

稽
古
本
抔
は
文
章
左
而
已
正
敷
品
ニ
而
も
無
之
事
故
、
少
〻
宛
は
尾
籠
之

文
句
抔
も
有
之
趣
ニ
而
、
改
之
義
は
前
〻
よ
り
地
本
問
屋
行
事
ニ
而
も
致

不
申
候
而
取
扱
来
候
。
此
義
は
、
地
本
問
屋
行
事
被　

召
出
御
尋
被
遊
候

得
は
、
相
訳
申
候
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸
で
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
十
月
に
地
本
問
屋
仲
間

の
行
事
改
め
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
も
、
長
唄
や
豊
後
系
浄
瑠
璃
の
音
曲
本
は
新

本
改
め
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

芝
居
に
使
わ
れ
た
音
曲
は
上
演
に
際
し
検
閲
を
経
て
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

も
顕
著
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る（

2
）。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
中
村
座
を
取
り

上
げ
て
、
そ
の
版
行
形
態
の
変
化
か
ら
読
み
取
れ
る
版
権
の
あ
り
様
を
検
討
し

て
い
く
。

　

な
お
、
長
唄
本
に
は
様
々
な
版
元
に
よ
る
異
版
が
伝
存
し
て
お
り
、
本
稿
で

は
、
上
演
時
に
座
と
専
属
関
係
に
あ
る
版
元
か
ら
版
行
さ
れ
た
も
の
を
「
長
唄

正
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
。

一　

地
本
と
し
て
の
長
唄
正
本

　

近
世
に
お
け
る
版
権
を
表
す
言
葉
に
「
板
株
（
株
板
）」
が
あ
る
。
こ
の
「
板

株
（
株
板
）」
と
は
、
版
木
（
自
前
で
作
っ
た
場
合
、
譲
り
受
け
た
場
合
、
摩
滅
・

消
失
な
ど
に
よ
っ
て
現
存
し
な
い
場
合
が
あ
る
）
に
付
随
す
る
、
そ
の
板
木
を
用

い
て
独
占
的
に
出
版
・
販
売
を
行
う
権
利
と
捉
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

板
株
の
独
占
的
権
利
を
保
証
す
る
に
は
、
仲
間
の
結
成
と
そ
の
公
認
が
必
要
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

物
の
本
（
書
物（

3
））

の
場
合
、
江
戸
で
は
板
株
の
権
利
は
、
書
物
問
屋
仲
間
行

事
の
吟
味
を
経
た
上
で
、
奉
行
所
か
ら
改
板
許
可
が
下
付
さ
れ
、「
株
帳
」
に

登
録
さ
れ
て
初
め
て
発
生
す
る（

4
）。

　

一
方
、
地
本（

5
）の

場
合
は
、
板
株
の
吟
味
は
寛
政
二
年
十
月
に
地
本
問
屋
仲
間

行
事
に
よ
る
新
本
改
め
の
制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
と
な
る
よ
う
で
、
物
の
本

に
比
べ
て
簡
便
な
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
長
唄
正
本
に
対
す
る
扱
い
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（
う
す
も
の
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
案
内
と
し
て
芝
居
茶
屋
か

ら
配
ら
れ
、
ま
た
、
観
劇
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
芝
居
町
を
中
心
に
絵
草
紙

屋
か
ら
も
販
売
さ
れ
て
い
た
。
三
升
屋
二
三
治
の
『
作
者
年
中
行
事
』（
嘉
永

元
年
成
立
）
の
三
の
巻
、
豊
後
節
の
薄
物
に
関
す
る
部
分
で
は
、
次
の
よ
う
な

記
述
も
見
ら
れ
る
。

一
、 

薄
も
の
板
行
し
て
楽
や
へ
配
り
て
後
、
家
元
よ
り
け
い
こ
に
出
る
。

此
本
出
来
ざ
る
内
は
、
け
い
こ
に
出
し
事
な
し
。（
以
下
略
）

一
、 

流
儀
〳
〵
に
寄
る
と
は
い
へ
ど
、
作
法
は
旧
家
ゆ
へ
、
ひ
も
の
町
を

元
と
す
る（

8
）。

こ
の
よ
う
に
、
正
本
を
芝
居
内
部
で
の
稽
古
に
用
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

豊
後
節
と
は
宮
古
路
豊
後
か
ら
分
流
し
た
常
磐
津
節
・
富
本
節
・
清
元
節
浄
瑠

璃
で
あ
り
、
檜
物
町
と
は
代
々
常
磐
津
節
の
家
元
文
字
太
夫
の
住
居
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
文
字
太
夫
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
歌
舞
伎
の
音
曲
正
本
に
は
稽
古
本

と
し
て
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
外
部
者
の
稽
古
本
へ
と
展

開
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

正
本
と
偽
版

　

こ
こ
で
は
、
初
版
本
の
選
定
根
拠
を
示
し
、
初
版
と
多
数
伝
存
す
る
異
版
の

そ
の
詞
章
を
載
せ
た
本
は
用
途
や
使
う
人
も
限
ら
れ
、
内
容
も
芝
居
唄
の
文
句

で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
先
を
読
み
進
め
る
と
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

近
来
追
〻
被　

仰
渡
有
之
、
両
仲
間
取
締
宜
敷
成
行
、
譬
仲
間
之
者
ニ
而

も
猥
ニ
板
行
彫
刻
は
不
為
致
候
。
前
〻
は
同
渡
世
も
少
く
猥
ニ
板
行
致
来
、

譬
は
百
人
一
首
・
実
語
教
・
庭
訓
往
来
之
類
抔
、
三
ヶ
津
は
不
及
申
、
其

外
ニ
而
も
多
分
類
板
有
之
、
且
江
戸
表
は
書
物
・
地
本
両
仲
間
之
内
ニ
も

沢
山
ニ
類
板
持
来
、
夫
〻
摺
立
渡
世
致
来
候
。
尤
只
今
は
仲
間
内
ニ
而
も
、

年
代
記
・
薼
劫
記
之
類
ニ
而
も
原
板
所
持
無
之
者
、
猥
ニ
彫
立
候
義
は
不

為
致
候
得
共
（
以
下
略（

7
））

す
な
わ
ち
、
以
前
は
類
版
を
た
や
す
く
版
行
で
き
た
が
、
次
第
に
書
物
問
屋
仲

間
・
地
本
問
屋
仲
間
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
く
な
り
、
長
年
版
を
重
ね
普
及
度

の
高
い
実
用
書
な
ど
も
近
来
は
原
板
を
所
持
し
て
い
な
い
と
み
だ
り
に
版
行
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

長
唄
正
本
も
地
本
に
入
る
以
上
、
改
め
は
行
わ
れ
な
く
と
も
こ
う
し
た
動
向

を
受
け
、
原
板
を
所
有
し
て
重
版
・
類
版
を
排
除
す
る
意
識
は
高
ま
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

歌
舞
伎
の
音
曲
正
本
・
せ
り
ふ
正
本
は
同
じ
体
裁
を
と
り
、
共
表
紙
（
本
文

と
同
じ
料
紙
か
ら
な
る
表
紙
）
と
三
〜
五
丁
程
度
の
本
文
か
ら
な
り
、「
薄
物
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三
芝
居
番
付
板
元

中
村
勘
三
郎
芝
居 

役
者
附
番
付
や
く
ら
下

上
る
り
長
哥
せ
り
ふ
等 

高
砂
町
横
通
り 

村
山
源
兵
衛

市
村
羽
左
衛
門
芝
居 

役
者
附
番
付 

さ
か
い
町 

中
嶋
や
伊
左
衛
門

同 

や
く
ら
下
上
る

り
長
哥
せ
り
ふ 

た
ち
は
な
町 

い
つ
ミ
や
権
四
郎

森
田
勘
弥
芝
居 

役
者
附
番
付
や
く
ら
下

上
る
り
長
哥
せ
り
ふ
等 

木
挽
町
五
丁
め 

金
井
半
兵
衛（

9
）

と
あ
り
、
興
行
時
に
出
る
出
版
物
に
つ
い
て
座
と
版
元
の
間
に
専
属
関
係
の

あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
番
付
類
や
せ
り
ふ
正
本
・
音
曲
正
本
と
い
っ

た
劇
場
出
版
物
は
、
座
側
か
ら
上
演
ご
と
に
継
続
し
て
情
報
の
提
供
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
、
座
と
版
元
と
の
間
に
本
来
専
属
的
関
係
が
形
成
さ
れ
や
す
い
と

い
え
る
。
中
村
座
の
顔
見
世
番
付
、
辻
番
付
、
浄
瑠
璃
正
本
、
長
唄
正
本
、
せ

り
ふ
正
本
と
い
っ
た
劇
場
出
版
物
は
、
村
山
源
兵
衛
が
版
元
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
各
所
蔵
機
関
に
伝
存
す
る
膨
大
な
長
唄
本
の
な
か
か
ら
村

山
版
を
集
め
、
大
名
題
に
よ
っ
て
上
演
順
に
整
理
し
、『
長
唄
原
本
集
成（

10
）』

の

成
果
を
も
取
り
込
み
、
上
演
時
の
正
本
と
判
断
さ
れ
る
も
の
を
表
1
の
三
列
目

に
表
し
た
。

　

中
村
座
の
長
唄
正
本
は
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
か
ら
伝
本
が
あ
り
、
江

戸
の
地
本
問
屋
大
手
の
鱗
形
屋
、
番
付
版
元
中
嶋
屋
、
そ
し
て
江
戸
浄
瑠
璃
正

本
や
役
者
絵
細
版
を
手
が
け
る
伊
賀
屋
が
初
期
の
版
元
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
表

1
で
版
元
1
・
版
元
2
の
欄
を
設
け
て
あ
る
の
は
、
上
演
時
の
も
の
と
見
ら
れ

る
版
が
二
種
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
座
に
出
入
り
す
る
版
元
は

関
係
を
、
本
論
の
最
後
に
添
え
た
表
と
、
59
〜
61
頁
に
掲
げ
る
［
相
生
獅
子
の

図
版
］
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
く
。
表
は
伝
存
本
を
上
演
順
に
並
べ
て
い
っ
た

も
の
で
あ
る
。
表
の
横
軸
は
、
一
列
目
が
上
演
年
（
表
紙
の
大
名
題
に
よ
る
）、

二
列
目
が
外
題
（
長
唄
曲
名
）、
三
列
目
以
後
は
版
元
別
に
伝
本
を
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。
表
は
ひ
と
続
き
の
も
の
で
あ
る
が
、
版
行
形
態
に
よ
っ
て
表
1

か
ら
表
4
に
分
け
、
表
5
は
都
座
へ
、
表
6
は
中
村
座
へ
興
行
権
が
移
動
し
た

の
で
分
け
て
い
る
。
な
お
、
本
論
で
取
り
上
げ
て
い
る
版
に
つ
い
て
は
、
そ
の

部
分
を
太
枠
で
囲
み
見
分
け
や
す
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
各
版
の
所
在
に
つ

い
て
は
、
最
後
の
「
所
蔵
一
覧
」
に
所
蔵
先
と
架
蔵
番
号
を
載
せ
て
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、［
相
生
獅
子
の
図
版
］
に
掲
げ
た
正
本
と
異
版
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
。
図
版
の
右
側
が
表
紙
、
左
側
は
本
文
の
最
初
の
半
丁
で
あ
る
。

　
「
相
生
獅
子
」
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
二
月
に
中
村
座
で
「
曽
我
模
𧚄
も
よ
う

愛
護
若
松
」
の
第
二
番
目
に
上
演
さ
れ
た
長
唄
曲
で
あ
る
。
す
べ
て
の
版
種
を

載
せ
る
こ
と
は
紙
幅
の
都
合
上
で
き
な
か
っ
た
が
、
流
行
曲
で
あ
っ
た
た
め
異

版
が
非
常
に
多
く
出
て
い
る
。
表
紙
の
左
側
上
に
外
題
す
な
わ
ち
曲
名
が
「
相

生
獅
子
」
と
あ
り
、
右
上
の
演
奏
者
連
名
の
横
に
大
名
題
が
「
曽
我
𧚄
愛
護
若

松
」
と
各
版
に
共
通
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
絵
や
文
字
の
書
体
に
は

時
代
様
式
の
違
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
刊
年
の
記
載
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
ど

れ
が
初
版
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
問
題
と
な
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
演
劇
書
か
ら
長
唄
正
本
の
版
元
に
関
す
る
記
述
を
ひ
ろ
っ
て
み
る

と
、『
新
成
明
和
伎
鑑
』（
明
和
六
年
〔
一
七
六
九
〕
十
月
刊
）
に
、
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㋑　
無刊記版　松浦史料博物館

㋒　�
富士屋小十郎版　国立音楽大学
附属図書館竹内文庫 07-0005

㋐　
村山源兵衛版　上田図書館花月
文庫 335

［相生獅子の図版］
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㋔　�
森田屋金蔵版　国立音楽大学附
属図書館竹内文庫 07-0015

㋕　
�伊賀屋勘右衛門版　国立音楽大
学附属図書館竹内文庫 07-0011

㋓　�
沢村屋利兵衛版　国立音楽大学
附属図書館竹内文庫 07-0018
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限
定
さ
れ
て
は
い
た
が
複
数
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
と
十
一
年
（
一
七
六
一
）

に
は
市
村
座
の
専
属
版
元
泉
屋
権
四
郎
の
名
も
見

え
る
が
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
は
村
山

源
兵
衛
が
「
中
村
座
は
ん
も
と
」
と
奥
書
に
記
し

始
め
、
中
村
座
と
独
占
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
が

見
て
と
れ
る
。
さ
ら
に
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

頃
か
ら
村
山
源
兵
衛
版
の
奥
書
に
は
「
中
村
座
板

元
」「
正
銘
板
元
」
の
表
記
が
多
く
見
ら
れ
、
村

山
が
正
本
版
元
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。［
相
生
獅
子
の
図
版
］
で
は
㋐
が
村

山
源
兵
衛
版
で
、
上
演
時
に
出
さ
れ
た
正
本
と
な

る（
11
）。

長
唄
正
本
は
、
新
作
の
長
唄
曲
が
芝
居
で
上

演
さ
れ
る
と
き
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

表
紙
に
大
名
題
（
狂
言
名
題
）
が
あ
れ
ば
刊
年
は

必
要
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
次
頁

の
図
版
㋘
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
三
月
上

演
の
市
村
座
の
長
唄
正
本
で
あ
る
。
奥
書
に
「
市

村
座
新
き
や
う
げ
ん
は
ん
も
と
」
と
あ
り
、
市
村

座
で
は
中
村
座
よ
り
三
十
年
近
く
前
に
座
の
専
属

版
元
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

㋗　
蔦屋重三郎版　国立音楽大学附
属図書館竹内文庫 07-0013

㋖　
濱松屋幸助版　国立音楽大学附
属図書館竹内文庫 07-0014



62

㋙-a　�
村山源兵衛版　早稲田大学演劇
博物館安田文庫特イ11-1212-
11J

㋙-b　�
本屋儀兵衛版　早稲田大学演劇
博物館安田文庫特イ11-1212-
93E

㋘　�
泉屋権四郎版　早稲田大学演劇
博物館特ト 13-417-1
（表紙と終丁裏）
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の
ま
ま
版
下
に
用
い
て
い
る
も
の
は
Ａ
1
、
村
山
版
を
版
下
と
し
な
が
ら
部
分

的
に
手
を
加
え
て
い
る
も
の
は
Ａ
2
、
村
山
版
の
意
匠
を
参
考
に
版
下
を
作
り

直
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
Ａ
3
と
識
別
し
て
、
表
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
識
別
方
法
を
具
体
的
に
説
明
す
る
と
、［
相
生
獅
子
の
図
版
］
に
お
い

て
は
、
㋑
の
無
刊
記
版
の
本
文
が
こ
の
Ａ
2
に
あ
た
る
。
本
文
の
第
四
行
の
六

文
字
目
、
同
行
の
下
か
ら
五
文
字
目
、
最
終
行
の
九
文
字
目
に
つ
い
て
、
村
山

版
と
用
字
が
異
な
っ
て
い
る
（
表
紙
に
つ
い
て
も
版
面
の
流
用
が
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
注
（
1
）
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
ま
た
、
本
屋
儀
兵
衛
版

の
例
と
し
て
、「
衣
か
づ
き
思
破
車
」（
表
紙
と
本
文
初
丁
表
）
の
図
版
を
㋙
に

掲
げ
た
。
㋙
―
ａ
村
山
版
に
対
し
て
㋙
―
ｂ
本
屋
儀
兵
衛
版
の
本
文
は
、
や
は

り
Ａ
2
の
関
係
に
あ
る
の
だ
が
、
音
曲
本
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
墨
譜

や
文
字
譜
も
そ
の
ま
ま
流
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
元
版
と
の
間
に
版
面
の
覆
刻
関
係
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
伊
賀

屋
や
村
山
源
兵
衛
と
相
版
を
組
ん
で
い
な
い
場
合
に
は
、
偽
版
（
無
断
出
版
物
）

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。「
中
村
座
板
元
」
と
村
山
版
の
奥
書
に
入
る
例
が

多
く
な
る
の
も
、
偽
版
に
対
す
る
対
抗
策
と
受
け
取
れ
る（

13
）。

　

重
版
・
類
版
の
概
念
規
定
に
つ
い
て
は
、
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
『
上
組
済
帳

標
目
』
に
残
さ
れ
た
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
正
月
に
江
戸
十
軒
店
月
行

事
が
役
所
へ
差
し
上
げ
た
文
書
が
よ
く
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
屋
仲
間

（
江
戸
で
は
書
物
問
屋
仲
間
）
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
述

の
『
義
太
夫
本
公
訴
一
件
』
か
ら
、
二
代
目
の
蔦
屋
重
三
郎
の
倅
祐
助
が
天
保

　

再
び
［
相
生
獅
子
の
図
版
］
に
戻
る
と
、
村
山
版
㋐
と
非
常
に
よ
く
似
た
版

面
が
、
下
の
㋑
に
あ
る
。
こ
れ
は
無
刊
記
版
で
あ
る
。
版
元
名
を
記
さ
な
い
こ

と
自
体
が
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
出
版
条
令
に
照
ら
し
て
疑
わ
し
い
存

在
と
見
な
さ
れ
よ
う（

12
）。

こ
の
無
刊
記
版
は
、
文
字
の
入
り
方
や
跳
ね
方
な
ど
の

細
部
に
違
い
が
見
つ
か
り
、
彫
り
も
全
体
的
に
堅
い
印
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

村
山
版
を
版
下
に
用
い
て
被
せ
彫
り
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
村
山
版
の
表

紙
の
版
元
名
部
分
を
削
除
し
て
、「
中
む
ら
」
と
入
れ
、「
座
」
の
文
字
は
除
か

れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
絵
の
部
分
に
つ
い
て
は
頭
部
の
扇
や
牡
丹
の

葉
に
手
を
加
え
、
着
物
の
柄
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
本
文
に
つ
い
て
は
、
変
体

仮
名
を
数
箇
所
変
え
て
あ
り
、
意
図
的
に
版
下
に
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。

　
「
相
生
獅
子
」
に
は
本
屋
儀
兵
衛
版
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
本
屋
儀
兵
衛

版
に
も
村
山
版
を
版
下
に
用
い
て
被
せ
彫
り
し
た
と
見
ら
れ
る
版
が
多
く
見
つ

か
る
。
そ
こ
で
、
正
本
と
そ
の
異
版
に
つ
い
て
版
面
の
比
較
を
詳
細
に
行
っ
て

み
た
と
こ
ろ
、
伊
賀
屋
版
や
村
山
版
を
版
下
に
流
用
し
て
い
る
の
は
本
屋
儀
兵

衛
版
と
無
刊
記
版
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
本
屋
儀

兵
衛
版
や
無
刊
記
版
は
市
村
座
や
森
田
座
の
正
本
に
対
し
て
も
、
同
じ
手
法
を

と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
表
1
の
正
本
の
欄
（
す
な
わ
ち
版
元
1
と
2
）
の
右
側
に
、
本
屋

儀
兵
衛
版
・
無
刊
記
版
の
欄
を
設
け
、
正
本
に
対
す
る
本
文
の
流
用
関
係
を
表

し
て
み
た
。
表
で
は
、
伊
賀
屋
版
村
山
版
を
元
版
に
し
て
、
版
元
名
以
外
を
そ
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義
太
夫
抜
本
の
伝
本
調
査
を
十
分
に
行
っ
て
お
ら
ず
、
丸
本
と
抜
本
の
脈
絡
か

ら
こ
の
引
用
部
分
を
読
み
解
く
材
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
た
だ
「
外
持

ち
主
の
摺
本
を
以
て
板
下
に
仕
り
彫
刻
致
す
」
と
い
う
記
述
は
、
断
片
的
で
は

あ
る
が
、
丸
本
と
抜
本
の
関
係
を
斟
酌
せ
ず
と
も
、
重
版
の
内
容
を
具
体
的
な

手
法
に
よ
っ
て
説
明
す
る
証
言
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
蔦
屋
は
地
本
問
屋
行
事
を
務
め
、
富
本
正
本
の
版
元
で
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
重
版
に
対
す
る
認
識
は
、
音
曲
正
本
の
版
行
に
携
わ
る
地
本
問
屋
の

間
で
、
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
引
用
部
分
を
、
本
屋
儀
兵
衛
版
・
無
刊
記
版
か
ら
読
み
取
れ
る
版
面
の

状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、
Ａ
1
は
重
版
。
Ａ
2
・
Ａ
3
も
外
持

ち
主
の
版
の
流
用
で
あ
る
か
ら
重
版
と
な
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
重
版
に
対
す
る

抜
け
道
と
し
て
、
江
戸
で
通
用
し
て
い
た
手
法
で
あ
っ
た
可
能
性
も
窺
え
る
。

だ
が
、
い
ず
れ
も
伊
賀
屋
や
村
山
の
上
演
時
に
正
本
を
出
す
権
利
に
不
正
参
入

し
よ
う
と
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

表
1
で
見
る
と
、
宝
暦
期
〜
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
三
月
の
間
、
村
山
源

兵
衛
版
に
酷
似
す
る
版
が
正
本
と
並
行
し
て
出
て
お
り
、
村
山
は
事
実
上
の
重

版
に
よ
っ
て
、
初
版
を
出
す
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
た
だ
、
本
屋
儀
兵
衛
版
や
無
刊
記
版
に
お
い
て
は
、
座
名
か
ら
「
座
」

を
除
く
表
記
が
よ
く
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
公
許
の
興
行
権
者
で
あ
る
座
元

に
対
し
憚
り
が
あ
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
、
正
本
と
の
差
別
化
は
一
応
は
か
ら

れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
音
曲
の
詞
章
や
上
演
情
報
は
座
か
ら
提
供
さ
れ
る
も

四
年
（
一
八
三
三
）
正
月
二
十
六
日
付
で
寺
社
奉
行
へ
あ
て
た
返
答
書
の
一
部

を
、
地
本
（
江
戸
の
草
紙
類
）
に
お
け
る
重
版
の
参
考
資
料
と
し
て
引
用
す
る
。

大
坂
の
丸
本
株
所
持
者
で
あ
る
紙
屋
与
右
衛
門
と
糸
屋
七
五
郎
が
、
三
河
屋
喜

兵
衛
・
蔦
屋
重
三
郎
の
ほ
か
江
戸
の
抜
本
版
行
者
三
人
を
相
手
取
り
寺
社
奉
行

に
出
訴
し
た
た
め
、
江
戸
の
抜
本
版
行
者
や
地
本
問
屋
行
事
が
吟
味
を
受
け
、

抜
本
版
行
の
来
歴
や
慣
行
に
つ
い
て
文
書
を
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
体
重
板
与
申
儀
は
、
外
持
主
之
摺
本
を
以
板
下
ニ
仕
、
彫
刻
致
候
を
重

板
与
唱
申
候
。
重
三
郎
方
ニ
而
売
候
稽
古
本
之
儀
は
、
板
下
別
ニ
相
認
彫

刻
仕
候
得
は
、
全
重
板
与
申
義
は
更
ニ
無
之（

14
）

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
外
持
ち
主
の
摺
本
（
す
な
わ
ち
他
人
が

板
株
と
版
木
を
所
有
し
て
摺
っ
た
版
）
を
版
下
に
と
っ
て
彫
刻
す
る
と
重
版
に
な

る
。
一
方
、
蔦
屋
重
三
郎
の
版
行
す
る
稽
古
本
は
、
版
下
を
別
に
認
め
彫
刻
し

て
い
る
の
で
重
版
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、「
板
下
別
に
相

認
め
」
と
い
う
の
は
、
蔦
屋
重
三
郎
が
抜
本
株
と
版
木
を
地
本
問
屋
仲
間
の
濱

松
屋
幸
助
か
ら
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
中
に
譲
り
受
け
て
い
る
こ
と
や
、
版

下
は
江
戸
で
操
座
に
出
勤
す
る
太
夫
か
ら
直
に
受
け
取
る
下
書
か
ら
作
成
し
て

い
る
こ
と
が
引
用
部
分
の
前
後
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
丸
本
を
流
用
し
た
版

下
作
り
を
意
味
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（
し
か
し
、
大
坂
の
丸
本

株
所
持
者
か
ら
抜
本
株
は
無
株
と
認
識
さ
れ
て
い
る
）。
筆
者
は
あ
い
に
く
江
戸
版
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目　

宇
多
閣　

本
屋
儀
兵
衛（

15
）」

と
出
て
く
る
た
め
、
本
屋
儀
兵
衛
は
文
化
期
頃

（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
七
）
に
は
芝
居
町
の
入
り
口
で
あ
る
江
戸
橋
四
日
市
か
ら

移
転
し
て
、
長
唄
本
の
版
行
か
ら
手
を
引
い
て
い
た
よ
う
だ
。

　

正
本
版
元
の
村
山
源
兵
衛
は
中
村
座
の
顔
見
世
番
付
を
明
治
期
に
わ
た
っ
て

版
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
村
座
の
専
属
版
元
で
あ
る
泉
屋
権
四
郎
は
紅
絵
の

一
枚
摺
り
を
始
め
た
版
元
で
あ
り
、
森
田
座
の
専
属
版
元
江
見
屋
も
錦
絵
の
見

当
の
考
案
者
と
し
て
知
ら
れ
る
版
元
で
あ
る
。
ゆ
え
に
表
1
〜
表
3
の
時
期
に

お
け
る
三
座
の
専
属
版
元
は
、
芝
居
絵
や
劇
場
出
版
物
を
専
門
に
扱
う
中
小
規

模
の
出
版
工
房
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
時
期
ま
で
の
版
行
上
の
特
徴
は
、
座
と
専
属
関
係
に
あ
る
版
元
が
形
成

さ
れ
、
長
唄
正
本
の
版
行
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

版
行
の
権
利
は
、
新
作
の
上
演
時
（
す
な
わ
ち
初
版
）
に
限
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
座
の
専
属
版
元
（
中
村
座
に
あ
っ
て
は
村
山
源
兵

衛
）
に
よ
る
再
版
本
が
伝
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る（

16
）。

先
に
引
用
し
た
『
明
和
伎

鑑
』
に
「
三
芝
居
番
付
版
元
」
と
括
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
基
本
的
に

は
一
興
行
で
板
木
を
使
い
切
る
一
過
性
の
出
版
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

そ
し
て
、
座
の
専
属
版
元
が
形
成
さ
れ
る
と
、
そ
の
利
権
に
不
正
参
入
し
よ

う
と
す
る
偽
版
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
表
1
〜
表
3
は
、
偽
版
の
版
行
状
況

を
示
す
た
め
に
、
正
本
の
版
元
で
あ
る
伊
賀
屋
版
や
村
山
版
と
、
本
屋
儀
兵
衛

版
・
無
刊
記
版
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
関
係
を
表
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
偽
版
が
横
行
す
る
背
景
に
は
座
側
の
容
認
姿
勢

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
宣
伝
の
益
を
と
っ
て
黙
認
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

三　

相
版
化

　

表
1
に
続
い
て
、
表
2
の
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
十
一
月
か
ら
、
村
山
源

兵
衛
は
本
屋
儀
兵
衛
と
相
版
を
組
む
よ
う
に
な
る
。
重
版
・
類
版
は
、
版
元
に

と
っ
て
版
の
作
製
に
か
か
る
経
費
の
回
収
を
妨
げ
る
存
在
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

版
元
を
相
版
元
に
す
る
こ
と
は
よ
く
と
ら
れ
る
方
法
で
あ
っ
た
。
表
1
の
状
態

か
ら
脱
し
、
一
応
弁
済
措
置
が
と
れ
る
よ
う
に
状
況
が
変
化
し
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
ま
た
、
村
山
源
兵
衛
が
本
屋
儀
兵
衛
を
相
版
元
に
す
る
と
、
無
刊
記

版
も
出
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
無
刊
記
版
は
本
屋
儀
兵
衛
が
出
し
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
。

　

だ
が
、
表
3
の
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
十
一
月
か
ら
、
村
山
源
兵
衛
は
松

本
屋
万
吉
を
相
版
元
と
す
る
。
本
屋
儀
兵
衛
は
相
版
元
か
ら
は
ず
れ
、
天
明
二

年
（
一
七
八
二
）
十
一
月
上
演
の
「
め
り
や
す
雪
月
花
」
を
単
独
で
版
行
し
て

い
る
が
、
こ
の
表
紙
で
は
座
名
が
「
中
村
」
と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
「
座
」

の
文
字
が
入
っ
て
い
な
い
。

　
『（
画
入
読
本
）
外
題
作
者
画
工
書
肆
名
目
集
』
に
「
一
、
貸
本
屋
世
利
本
渡

世
の
者
に
て
手
広
に
い
た
し
候
者
名
前
」
と
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
南
鍋
町
一
丁
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鬢
付
油 

堺
町 

家
主 

沢
村
屋
利
兵
衛

絵
草
紙
商
仕
、
目
印
丸
に
い
の
字
紋
所
付
申
候
、
延
享
二
年
開
店
二
代

目
宗
十
郎
持
也
、

天
明
の
頃
今
の
利
兵
衛
引
受
け
た
り（

19
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
沢
村
庄
五
郎
と
沢
村
屋
利
兵
衛
は
同
じ
人
物
の
可
能
性
が

高
い
。
沢
村
屋
利
兵
衛
は
、
二
代
目
宗
十
郎
の
芝
居
町
に
よ
く
あ
る
役
者
グ
ッ

ズ
を
扱
う
油
店
（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
）
を
引
き
継
い
で
絵
草
紙
屋
を
兼
ね
た
店

を
経
営
し
て
お
り
、
堺
町
の
家
主
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

先
に
引
用
し
た
『
明
和
伎
鑑
』
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
刊
行
で
あ
っ

た
が
、
三
升
屋
二
三
治
の
『
賀
久
屋
寿
々
免
』（
弘
化
二
年
〔
一
八
四
五
〕
秋
脱

稿
）
第
三
巻
に
も
、
劇
場
出
版
物
と
専
属
版
元
の
関
係
を
示
す
記
述
が
あ
る
の

で
、
そ
の
部
分
を
掲
出
し
よ
う
。

　
　

三
芝
居
板
元

中
村
座 

役
者
附

番
附 

せ
と
も
の
町 

村
山
源
兵
衛

同 

絵
本
お
ふ
む
石
長

う
た
薄
も
の
本 

さ
か
い
町 

沢
村
利
兵
衛

市
村
座 

番
附
絵
付
お
ふ
む

石
長
う
た
薄
も
の 

 

山
本
重
五
郎

同 

役
者
附 

 

福
地
茂
兵
衛

森
田
座 

番
附
絵
本
役
者
附
う

す
も
の
お
ふ
む
石 

田
所
町 

小
川
半
助

 

河
原
崎
座
と
も 

の
で
あ
る
。
し
か
し
、［
相
生
獅
子
の
図
版
］
に
掲
げ
た
㋒
〜
㋗
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
非
常
に
流
行
っ
た
曲
は
本
屋
儀
兵
衛
版
や
無
刊
記
版
の
ほ
か
に
、
多

く
の
版
元
が
版
行
を
手
が
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
異
版
に
つ
い
て
は
、
表
の
本

屋
儀
兵
衛
版
と
無
刊
記
版
の
横
に
欄
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

［
後
版
］
と
し
て
別
表
に
ま
と
め
て
お
り
、
本
稿
の
「
五
」
で
触
れ
る
こ
と
と

す
る
。

四　

版
元
の
交
代

　

続
く
表
4
で
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
沢
村
庄
五
郎
の
名
が
版
元
に

あ
が
っ
て
く
る
。
沢
村
庄
五
郎
は
、
翌
年
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
三
月
に

『
名
に
響
／
日
出
扇
』
を
刊
行
し
て
い
る（

17
）。

江
戸
か
ら
上
っ
た
中
村
仲
蔵
が
大

坂
中
村
座
で
「
義
経
千
本
桜
」
に
出
た
折
の
芸
評
を
載
せ
た
評
判
記
で
あ
る
。

こ
の
役
者
評
判
記
に
関
す
る
記
述
が
、『
秀
鶴
随
筆
』
坤
の
巻
の
冒
頭
に
次
の

よ
う
に
出
て
く
る
。

江
戸
堺
町
沢
村
油
鄽
（
店
）
よ
り
、
大
坂
評
判
記
参
申
候
、
日
出
扇
、
大

慶
仕
申
候（

18
）

『
東
都
劇
場
沿
革
誌
料
』
上
巻
の
「
役
者
名
目
商
店
の
こ
と
」
に
も
、
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兵
衛
版
は
、
奥
書
に
初
演
時
の
刊
年
が
入
っ
て
い
る
が
、
役
者
絵
や
本
文
の
文

字
の
大
き
さ
・
書
体
か
ら
見
て
後
の
版
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
参
考
と
し
て
、

「
対
面
花
春
駒
」
の
二
カ
月
後
に
上
演
さ
れ
た
長
唄
曲
「
五
月
菊
名
大
津
絵
」

の
正
本
㋟
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
書
体
や
行
数
に
初
版
本
の
体
裁
が
備
わ
り
、
上

演
時
の
刊
年
と
蔵
板
表
記
も
入
っ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
、
㋛
に
お
い
て
も
、
こ
の
㋟
と
同
様
に
、
巻
末
に
刊
年
お
よ
び

「
沢
村
蔵
板
」
と
入
る
版
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
が
、
あ
る

い
は
村
山
と
の
関
係
か
ら
蔵
版
の
表
記
を
入
れ
る
の
が
遅
れ
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。

　

次
に
㋝
の
版
を
見
る
と
、
版
面
が
擦
れ
て
や
や
読
み
取
り
に
く
い
が
奥
書
き

に
、

原
板　

寛
政
三
亥
年
正
月
吉
日

再
板　

文
政
九
戌
年
九
月
吉
〔
日
〕　

沢
村
蔵
板

と
あ
る
。
さ
ら
に
㋞
で
は
版
元
の
欄
に
丸
屋
鉄
次
郎
が
求
版
者
と
し
て
記
さ
れ

て
お
り
、
沢
村
に
は
板
賃
（
版
木
使
用
料
）
収
入
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
正
本
版
元
の
沢
村
屋
利
兵
衛
が
蔵
版
者
と
明
記
さ

れ
、
上
演
時
の
初
版
だ
け
で
は
な
く
、
再
版
を
も
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

再
び
表
に
戻
っ
て
、
都
座
に
興
行
権
が
移
る
表
5
を
見
る
と
、
沢
村
屋
は
初

河
原
崎
座 

役
者
附 

芝
神
明
前 

丸
屋
甚
八

　
　

 
福
地
茂
兵
衛
、
山
本
重
五
郎
ハ
、
名
前
株
持
ち
主
ゆ
ゑ
、
住
所
外
名

前
故
相
糺
さ
す
。
爰
に
し
る
す
の
み
。
両
家
と
も
猿
若
町
二
丁
目
、

茶
屋
也
。
近
年
三
座
と
も
版
下
、
今
の
清
水
正
七
認
る
。
中
頃
迄
、

山
本
重
五
郎
・
高
麗
屋
金
三
郎
、
番
附
を
書
し
事（

20
）。

『
明
和
伎
鑑
』
の
記
述
と
比
較
す
る
と
、
中
村
座
の
番
付
版
元
が
村
山
源
兵
衛

で
あ
る
ほ
か
は
版
元
が
入
れ
代
わ
っ
て
い
る
。
村
山
源
兵
衛
の
所
在
が
瀬
戸
物

町
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
表
4
の
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
以
降
と
対
応
す

る
。
だ
が
、
森
田
座
の
小
川
半
助
の
住
所
が
田
所
町
と
あ
る
の
で
、
こ
の
記
載

は
享
和
三
年
以
降
の
も
の
と
な
る
。
中
村
座
の
長
唄
薄
物
の
版
元
は
、
さ
か
い

町
沢
村
利
兵
衛
と
な
っ
て
お
り
、
伝
本
の
状
況
と
一
致
す
る
。

　

表
4
を
見
る
と
、
当
初
は
村
山
源
兵
衛
と
相
版
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
が
、

次
第
に
沢
村
屋
が
単
独
で
中
村
座
の
正
本
版
元
と
な
る
様
子
が
わ
か
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
に
伴
い
、
版
行
形
態
に
も
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
正
月
の
上
演
の
「
対
面
花
春
駒
」
を
例
に
と
り
説

明
し
よ
う
。
次
頁
と
次
々
頁
に
［
対
面
花
春
駒
の
図
版
］
を
掲
げ
る
。
右
側
が

表
紙
、
左
側
は
本
文
の
終
丁
裏
で
あ
る
。

　

初
版
は
、
沢
村
屋
利
兵
衛
が
村
山
と
相
版
で
出
し
て
い
る
㋚
の
版
で
あ
る
。

次
い
で
、
同
時
期
に
そ
の
下
の
㋛
の
、
版
元
名
か
ら
村
山
と
記
さ
れ
た
部
分
を

削
り
と
っ
た
同
版
本
が
出
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
㋜
の
沢
村
屋
利
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㋚　
村山源兵衛版・沢村屋利兵衛
相版　早稲田大学演劇博物館
安田文庫特イ11-1212-26C

㋛　
沢村屋利兵衛版　早稲田大学
演劇博物館特ト13-443-92

㋜　
沢村屋利兵衛版（寛政三年刊
記）　国立音楽大学附属図書
館竹内文庫 07-0803

［対面花春駒の図版］
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㋝　
沢村屋利兵衛再版（文政九年）��
国立音楽大学附属図書館竹内文
庫 07-0808

㋞　
沢村屋利兵衛原版・丸屋鉄次郎
求版　国立音楽大学附属図書館
竹内文庫 07-0811

㋟　
「五月菊名大津絵」沢村屋利兵
衛版　早稲田大学演劇博物館安
田文庫特イ 11-1212-26D
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正
本
は
、
三
座
と
も
に
版
行
形
態
の
変
化
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五 　
「
後
版
」
グ
ル
ー
プ

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
再
度
59
〜
61
頁

に
掲
げ
た
［
相
生
獅
子
の
図
版
］
を
見
て
み
た
い
。
相
生
獅
子
の
版
種
は
、
次

の
三
つ
に
分
け
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

①
上
演
時
正
本
と
し
て
の
村
山
版
㋐
。

② 

村
山
版
が
出
た
直
後
に
村
山
版
を
流
用
し
て
作
ら
れ
、
観
劇
時
の
需
要

に
便
乗
し
た
と
見
ら
れ
る
偽
版
㋑
。

③ 

㋒
か
ら
㋗
の
版
は
、
上
演
後
時
を
隔
て
て
、
流
行
っ
た
曲
を
需
要
に
応

じ
て
様
々
な
版
元
が
版
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
「
後
版

グ
ル
ー
プ
」
と
位
置
付
け
て
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
な
か
に
㋓
の
沢

村
版
が
入
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
③
は
別
表
「
後
版
」
に
し
て
、
表
6
の
後
に
掲
げ
て
い
る（

22
）。

◎
印
は
版
種

が
複
数
伝
存
す
る
こ
と
を
示
す
。「
後
版
」
表
を
見
る
と
、
冨
士
屋
小
十
郎
以

下
、
多
田
屋
利
兵
衛
ま
で
十
二
軒
の
版
元
が
版
行
を
手
が
け
て
い
る
。
人
気
曲

で
需
要
が
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
版
元
が
版
次
を
重
ね
て
後
々
ま
で
版
行
し
た

の
で
あ
ろ
う
。「
後
版
」
の
表
紙
に
は
「
稽
古
本
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
例
も

版
に
お
い
て
は
相
版
元
あ
る
い
は
賣
所
と
し
て
名
を
出
し
て
い
る
が
、
再
版
は

単
独
で
版
行
し
て
い
る
。
次
に
、
中
村
座
に
興
行
権
が
戻
る
表
6
に
な
る
と
、

沢
村
屋
は
版
元
に
戻
り
、
再
版
に
際
し
て
も
沢
村
屋
と
他
の
版
元
と
の
相
版
の

か
た
ち
が
と
ら
れ
て
い
て
、
沢
村
の
原
版
に
対
す
る
所
有
権
が
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
寛
政
期
以
降
に
中
村
座
で
上
演
さ
れ
た
長

唄
曲
で
、
沢
村
屋
以
外
の
版
元
が
沢
村
と
相
版
を
組
ま
ず
に
版
行
し
て
い
る
の

は
、
一
例
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
十
一
月
上
演
の

「
牛う

し
か
い
む
ろ
の
こ
の
は
な

飼
室
梅
花
」
山
本
平
吉
・
和
泉
屋
市
兵
衛
の
相
版
本
で
、
表
6
で
は
便
宜

上
「
沢
村
屋
版
Ⅱ
種
」
の
欄
に
入
れ
て
あ
る
。

　

な
お
、「
蔵
板
」
の
表
記
は
中
村
座
の
沢
村
利
兵
衛
版
に
の
み
見
ら
れ
、
市

村
座
・
森
田
座
の
正
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
確
認
で
き
た
の
み
で
あ
る（

21
）。

だ
が
、
市
村
座
・
河
原
崎
座
に
お
い
て
も
、
多
少
の
時
期
的
な
ず
れ
は
生
じ
て

い
て
も
、
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
座
の
専
属
版
元
が
交
代
し
、
こ
れ
に
伴
い

初
版
だ
け
で
は
な
く
再
版
を
も
出
す
か
た
ち
に
長
唄
正
本
の
版
行
形
態
が
変
化

す
る
。
市
村
座
で
は
天
明
四
年
に
控
櫓
の
桐
座
へ
興
行
権
が
移
り
、
長
唄
正
本

の
版
元
も
泉
屋
権
四
郎
か
ら
冨
士
屋
小
十
郎
へ
代
わ
る
。
そ
し
て
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
十
一
月
に
桐
座
か
ら
市
村
座
へ
興
行
権
が
戻
る
の
だ
が
、
そ
の

際
に
版
元
も
市
村
茂
兵
衛
・
山
本
重
五
郎
・
冨
士
屋
小
十
郎
の
相
版
へ
と
代

わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
十
一
月
に
は
森
田
座
に
お
い

て
も
興
行
権
が
河
原
崎
座
に
移
行
し
、
長
唄
正
本
の
版
元
が
小
川
半
助
に
代
わ

る
（
詳
し
く
は
注
（
1
）
拙
稿
参
照
の
こ
と
）。
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
版
の
長
唄
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い
た
時
代
の
作
品
に
つ
い
て
、
再
版
本
を
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
場
合
に
は
座
と
版
元
と
の
間
に
特
定
の
関
係
は
存
在
せ
ず
、
三
座
の
い
ず
れ

か
で
当
た
っ
て
流
行
っ
た
作
品
を
版
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
村
座
の
長
唄
正
本
に
お
い
て
株
板
化
は
、
寛
政
期
に

起
き
た
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
「
後
版
」
に
お
い
て
、
沢
村
屋
利
兵
衛
は
中
村
座
の
専
属
版

元
と
し
て
、
村
山
版
の
版
権
を
引
き
継
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
正
本
の
版
行

に
お
い
て
、
沢
村
屋
は
当
初
村
山
と
相
版
を
組
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
可
能
性

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
確
認
し
て
み
よ
う
。

　
「
後
版
」
表
の
沢
村
屋
利
兵
衛
の
欄
を
下
に
見
て
い
く
と
、
三
段
目
の
「
京

鹿
子
娘
道
成
寺
」
の
複
数
あ
る
版
種
の
う
ち
の
一
種
に
「
沢
村
屋
利
兵
衛
正
」

と
見
つ
か
る
。
だ
が
そ
れ
以
外
は
、
村
山
源
兵
衛
と
の
相
版
は
見
当
た
ら
ず
、

十
二
の
版
元
の
な
か
で
沢
村
屋
が
正
本
版
元
で
あ
る
こ
と
を
示
す
徴
証
は
出
て

こ
な
い
。

　

た
だ
、
沢
村
屋
版
に
「
再
板
」
と
入
っ
て
い
る
の
が
目
に
付
く
。
こ
れ
は
お

そ
ら
く
、
村
山
版
の
再
版
と
い
う
よ
り
は
、
沢
村
自
身
の
作
っ
た
原
版
に
対
す

る
再
版
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
市
村

座
上
演
作
品
の
「
後
版
」
に
お
い
て
も
、
沢
村
版
に
は
「
再
板
」
と
入
れ
て
あ

る
例
が
多
く
見
つ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
元
来
、
沢
村
屋
利
兵
衛
版
に
は
他
の
版

元
に
は
見
ら
れ
な
い
蔵
版
者
や
版
次
（
刷
次
の
場
合
も
あ
り
）
に
つ
い
て
の
情

少
な
く
な
い
。

　

重
要
な
点
は
、「
後
版
」
の
長
唄
曲
は
、
い
ず
れ
も
初
演
が
表
1
〜
表
3
の

時
期
で
あ
る
こ
と
だ
。
よ
っ
て
、
こ
の
「
後
版
」
表
は
、
沢
村
屋
利
兵
衛
が
中

村
座
の
版
元
と
な
る
前
の
時
期
の
、
座
と
の
間
に
独
占
的
な
版
行
の
権
利
は
成

立
し
て
い
て
も
、
蔵
版
と
い
う
意
識
が
ま
だ
な
か
っ
た
た
め
に
、
複
数
の
版
元

が
再
版
を
出
せ
る
状
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
に
も
例
外
が
一
つ
存
在
す
る
。「
一
奏
現
在
道
成
寺
」
は
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）
三
月
上
演
の
長
唄
曲
で
、
初
版
の
正
本
は
伊
賀
屋
か
ら
出
て
い
る
。

再
版
本
が
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
の
竹
内
文
庫
に
あ
り
、
大
字
六
行
本
で
、

「
後
版
」
の
体
裁
を
と
る
。
こ
れ
に
は
版
元
名
が
「
元
は
ま
町
伊
賀
屋
勘
右
衛

門
原
板
／
ふ
き
や
町
冨
士
屋
小
十
郎
再
板
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
伊
賀
屋
勘
右

衛
門
は
「
義
太
夫
本
公
訴
一
件
」
の
な
か
に
地
本
問
屋
仲
間
行
事
と
し
て
そ
の

名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
、
冨
士
屋
に
対
し
あ
る
い
は
原
版
の
権
利
を
主
張
で

き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
表
4
の
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
以
降
と
表
6
、
す
な
わ
ち
沢
村

屋
利
兵
衛
が
中
村
座
の
長
唄
正
本
の
版
元
に
な
っ
て
か
ら
は
、
沢
村
の
原
版
所

有
者
と
し
て
の
権
利
は
再
版
時
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
守
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
専
属
以
外
の
版
元
が
沢
村
屋
と
相
版
を
組
む
こ

と
な
く
版
行
を
行
う
こ
と
は
起
き
て
い
な
い
。
先
に
述
べ
た
「
牛
飼
室
梅
花
」

山
本
平
吉
・
和
泉
屋
市
兵
衛
相
版
本
が
例
外
的
に
見
つ
か
る
の
み
で
あ
る
。

　
「
後
版
」
グ
ル
ー
プ
の
版
元
は
、
出
版
の
権
利
が
ま
だ
上
演
時
に
限
ら
れ
て
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「
後
版
」
の
存
在
に
よ
っ
て
も
、
寛
政
期
に
株
板
化
の
起
き
て
い
る
こ
と
が

裏
付
け
ら
れ
た
と
思
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
変
化
が
な
ぜ
起
き
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

表
4
で
再
度
確
認
す
る
と
、
中
村
座
で
沢
村
庄
五
郎
の
名
が
版
元
に
挙
が
っ

て
く
る
の
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
沢
村
屋
利
兵

衛
に
よ
る
再
版
は
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
七
月
上
演
作
品
の
「
八
朔
梅
月

の
霜
月
」
か
ら
と
な
る
。
そ
の
沢
村
屋
利
兵
衛
版
Ⅰ
種
の
再
版
本
の
奥
書
に
は

「
寛
政
元
酉
年
七
月
吉
日　

再
板　

沢
村
蔵
板
」
と
あ
る
の
だ
が
、
沢
村
の
蔵

版
は
初
演
時
と
見
て
一
応
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
伝
本
上
は
、
こ
の
作
品
か
ら
沢

村
屋
利
兵
衛
が
再
版
・
再
々
版
を
も
出
す
版
行
形
態
に
変
わ
っ
て
い
る
。
補
足

す
る
と
、
森
田
座
に
お
い
て
も
、
河
原
崎
座
に
興
行
権
が
移
る
寛
政
三
年

（
一
七
九
一
）
十
一
月
に
長
唄
正
本
の
版
元
が
小
川
半
助
に
代
わ
り
、
翌
寛
政

四
年
十
一
月
上
演
作
品
の
「
花
車
岩
井
扇
」
か
ら
再
版
本
（
七
種
あ
り
）
が
伝

存
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
蔵
版
あ
る
い
は
版
行
形
態
の
変
わ
る
作
品
の
年
代
に
、
そ
の

変
化
の
理
由
を
求
め
る
な
ら
ば
、
出
版
取
締
令
と
の
関
係
が
想
起
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
江
戸
で
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
地
本
問
屋
仲
間
が
再
結
成
さ
れ
、

十
月
に
は
行
事
を
た
て
て
新
本
に
対
し
自
主
検
閲
を
行
う
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
後
版
」
は
正
本
に
比
べ
て
、
国
内
外
の
所
蔵
機
関
に
多
数
伝
存
し
て
い
る

の
だ
が
、
現
調
査
段
階
で
は
、
後
版
に
お
い
て
特
定
の
座
と
版
元
の
専
属
関
係

は
認
め
ら
れ
な
い
。「
後
版
」
表
で
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
十
一
月
上
演

の
「
我
背
子
恋
の
合
槌
（
別
称
蜘
蛛
拍
子
舞
）」
の
四
列
目
を
見
て
ほ
し
い
。
◎

印
の
横
に
記
載
し
た
福
地
茂
兵
衛
・
山
本
重
五
郎
・
冨
士
屋
小
十
郎
は
、
天
明

八
年
（
一
七
八
八
）
十
一
月
か
ら
市
村
座
の
専
属
と
な
る
版
元
で
あ
る
の
だ
が
、

伊
賀
屋
と
相
版
を
組
ん
で
、
中
村
座
上
演
作
品
を
版
行
し
て
い
る
。
原
本
は
国

立
音
楽
大
学
図
書
館
竹
内
文
庫
・
明
治
大
学
図
書
館
に
伝
わ
り
、
そ
の
表
紙
に

は
「
四
天
王
宿
直
着
綿　

第
一
番
目
三
立
目
」
と
中
村
座
の
初
演
時
の
大
名
題

が
入
り
、「
中
村
座
」
と
座
名
も
あ
る
。
福
地
茂
兵
衛
は
市
村
羽
左
衛
門
の
後

見
を
つ
と
め
、
座
元
に
近
い
親
族
の
一
人
で
あ
る
。
そ
う
し
た
版
元
が
中
村
座

上
演
作
品
の
「
後
版
」
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
沢
村
屋
利
兵
衛
も
ま
た
、
他
の
二
座
す
な
わ
ち
市
村
座
（
桐
座
）・

森
田
座
（
河
原
崎
座
）
で
当
た
っ
た
曲
の
後
版
を
版
行
し
て
お
り
、
特
に
市
村

座
上
演
の
作
品
に
つ
い
て
は
多
く
の
曲
を
版
次
を
重
ね
て
出
し
て
い
る
。

　

後
版
を
出
す
の
は
、「
後
版
」
表
に
掲
げ
た
版
元
に
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
後
版
」
に
は
本
屋
儀
兵
衛
版
や
無
刊
記
版
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
座

名
か
ら
「
座
」
の
文
字
が
除
か
れ
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
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前
述
し
た
と
お
り
、
中
村
座
の
正
本
版
元
と
な
る
沢
村
屋
利
兵
衛
は
堺
町
の

家
主
で
あ
り
、
沢
村
宗
十
郎（

24
）の

油
店
を
継
い
で
絵
草
紙
屋
株
を
取
得
し
て
い
る
。

一
方
、
市
村
座
で
も
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
十
一
月
か
ら
、
正
本
版
元
が
福

地
茂
兵
衛
・
山
本
重
五
郎
・
冨
士
屋
小
十
郎
の
相
版
と
な
る
。
そ
の
う
ち
の
福

地
（
市
村
）
茂
兵
衛
は
、
市
村
座
の
後
見
を
つ
と
め
る
座
元
の
有
力
な
親
族
と

見
ら
れ
、
芝
居
茶
屋
株
も
有
し
て
い
た
と
い
う
。
山
本
重
五
郎
も
葺
屋
町
の
芝

居
茶
屋
総
代
で
あ
り
、
こ
の
二
人
は
『
賀
久
屋
寿
々
免
』
の
「
三
芝
居
板
元
」

に
「
名
前
株
持
ち
主
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
接
出
版
業
を
営
ん
で

い
た
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
そ
し
て
も
う
一
人
の
相
版
元
で
あ
る
冨
士
屋
小

十
郎
に
つ
い
て
は
、『
式
亭
雑
記
』（
式
亭
三
馬
著
）
の
文
化
八
年
四
月
五
日
の

記
事
に
、

ふ
き
や
町
ふ
じ
屋
小
十
郎　

め
り
や
す
長
う
た
本
の
は
ん
も
と
な
り（

25
）

と
あ
り
、
伝
本
上
で
も
桐
座
（
市
村
座
の
控
櫓
）
の
正
本
や
多
く
の
後
版
を
単

独
で
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
お
そ
ら
く
冨
士
屋
が
出
版
実
務

を
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
版
元
の
交
代
に
つ
い
て
は
座
あ

る
い
は
芝
居
町
の
内
部
者
が
版
元
に
お
さ
ま
っ
た
と
の
捉
え
方
が
で
き
る
。
天

明
四
年
十
一
月
か
ら
桐
座
の
版
元
が
冨
士
屋
小
十
郎
に
代
わ
る
が
、
桐
座
の
関

係
者
が
版
元
と
し
て
名
を
出
さ
な
い
の
は
控
櫓
の
格
で
あ
る
た
め
で
、
市
村
座

に
対
す
る
遠
慮
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

申
し
渡
し
が
な
さ
れ
る
。
長
唄
正
本
に
つ
い
て
は
、
改
め
が
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
株
板
化
は
、

地
本
に
も
版
権
を
明
ら
か
に
し
て
幕
府
の
禁
令
に
抵
触
す
る
内
容
か
ど
う
か
吟

味
し
つ
つ
、
重
版
・
類
版
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
態
勢
が
整
え
ら

れ
た
こ
と
に
連
動
し
た
動
き
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
市
村
座
で
は
、
も
っ
と
早
い
年
代
、
す
な
わ
ち
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
十
一
月
に
、
版
元
の
交
代
と
、
初
版
の
版
元
が
再
版
を
も
行
う

と
い
う
版
行
形
態
の
変
化
が
同
時
に
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
契
機
は
、

市
村
座
か
ら
桐
座
へ
の
興
行
権
の
移
譲
で
あ
る
。
そ
の
前
の
天
明
三
年
六
月
ま

で
は
、
市
村
座
の
専
属
版
元
は
泉
屋
権
四
郎
で
あ
る
こ
と
が
伝
本
で
確
認
で
き

る
。
し
か
し
、
天
明
四
年
十
一
月
に
は
桐
座
に
興
行
権
が
移
り
、
こ
の
と
き
上

演
の
長
唄
正
本
「
狂
乱
雲
井
袖
」
か
ら
、
桐
座
の
正
本
版
元
は
冨
士
屋
小
十
郎

に
代
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
冨
士
屋
は
初
版
だ
け
で
は
な
く
、
再
版
・
再
々

版
等
を
単
独
あ
る
い
は
伊
賀
屋
・
森
田
屋
と
相
版
を
組
む
か
た
ち
で
出
す
よ
う

に
な
る
。
次
い
で
、
五
年
間
の
約
定
に
よ
る
桐
座
の
仮
興
行
が
済
み
、
天
明
八

年
十
一
月
に
市
村
座
に
興
行
権
が
戻
る
と
、
長
唄
正
本
の
版
元
も
市
村
茂
兵

衛
・
山
本
重
五
郎
・
冨
士
屋
小
十
郎
の
相
版
と
な
り
、
再
版
等
に
際
し
て
は
こ

の
正
本
版
元
と
伊
賀
屋
・
森
田
屋
金
蔵
と
の
相
版
の
か
た
ち
が
と
ら
れ
て
い
る（

23
）。

つ
ま
り
、
市
村
座
で
は
出
版
取
締
令
よ
り
五
年
以
上
前
に
、
桐
座
へ
の
興
行
権

移
譲
を
機
に
版
元
の
交
代
と
事
実
上
の
株
板
化
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
座
側
の
意
志
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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両
座
類
焼（

26
）。

こ
の
間
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
と
四
年
（
一
七
八
四
）
に
市
村
座
で
は
地

代
訴
訟
が
起
き
て
お
り
、
天
明
二
年
に
は
か
ろ
う
じ
て
示
談
が
調
う
。
だ
が
、

天
明
四
年
の
場
合
に
は
、『
安
永
撰
要
類
集
』
に
よ
る
と
、
そ
の
額
は
「
是
迄

之
地
代
金
千
九
百
四
拾
両
余
滞
有
之
迷
惑
仕
候
」
と
あ
り
、
吟
味
の
上
、
市
村

座
は
休
座
を
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
葺
屋
町
茶
屋
共
拾
人
・

煮
売
茶
屋
廿
七
人
他
か
ら
、
左
記
の
通
り
芝
居
興
行
存
続
の
嘆
願
が
出
て
い
る
。

町
内
茶
屋
其
外
芝
居
懸
之
者
共
諸
商
人
裏
之
軽
キ
者
共
迠
家
業
無
御
座
今

日
を
送
リ
兼
難
儀
至
極
仕
候
〜
〔
桐
〕
長
桐
名
題
ニ
而
仮
芝
居
為
仕
一
同

渡
世
為
致
度
旨
當
六
月
中
願
出
候
ニ
付
追
々
吟
味
仕
候
處
大
借
之
羽
左
衛

門
儀
ニ
御
座
候
故
迚
も
芝
居
出
来
不
仕

そ
し
て
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
明
地
は
五
カ
年
の
約
定
で
桐
座
の

仮
興
行
の
場
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
注
目
し
た
い
の
は
そ
の
次
の
以
下
の

文
言
で
あ
る
。

是
迄
類
焼
之
度
〻
並
狂
言
相
休
候
節
共
ニ
追
〻
金
五
百
五
拾
両
余
町
内
よ

り
合
力
い
た
し
段
々
合
力
致
尽
候
上
之
儀
ニ
御
座
候
間
何
卒
長
桐
名
題
ニ

而
葺
屋
町
仮
芝
居
申
付
候
様
相
願
候
旨
申
之
候（

27
）

　

地
本
問
屋
仲
間
行
事
に
よ
る
自
主
検
閲
の
再
開
は
、
版
元
に
と
っ
て
は
む
し

ろ
出
版
環
境
の
整
備
を
意
味
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
芝
居
内
部
者
へ

の
版
元
の
交
代
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
株
板
化
の
起
き
る

寛
政
期
に
か
け
て
の
、
三
座
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
に
目
を
転
じ
て
み
た
い
。

木
挽
町
に
立
地
し
集
客
に
問
題
を
抱
え
て
い
た
森
田
座
の
場
合
は
、
当
初
か
ら

座
の
経
営
が
安
定
せ
ず
、
地
代
訴
訟
を
度
々
経
験
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
、
堺
町
の
中
村
座
、
葺
屋
町
の
市
村
座
は
、
幾
度
か
の
類
焼
を
受
け
て
は
い

る
が
、
宝
暦
〜
明
和
期
に
所
作
事
が
一
つ
の
絶
頂
期
を
迎
え
、
安
永
期
に
入
っ

て
も
ま
だ
一
応
安
定
し
た
座
の
存
在
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
明
期
に
入
る

と
市
村
座
は
経
営
に
破
綻
を
来
し
は
じ
め
る
。
そ
の
原
因
と
も
な
る
両
座
の
火

災
の
記
録
を
天
明
〜
寛
政
期
に
た
ど
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

安
永
十
年
（
一
七
八
一
） 

 

正
月
九
日
、
新
材
木
町
よ
り
出
火
、
両
座
焼

失
（
十
年
目
）。

天
明
三
年
（
一
七
八
三
） 

 

十
月
二
十
七
日
、
小
伝
馬
町
二
丁
目
よ
り
出

火
。
両
座
類
焼
（
三
年
目
）。

天
明
六
年
（
一
七
八
六
） 

 

正
月
二
十
二
日
、
湯
島
天
神
前
よ
り
出
火
。

中
村
座
（
四
年
目
）
桐
座
類
焼
。
し
か
も
こ
の

年
は
長
雨
に
よ
り
秋
に
大
洪
水
が
お
き
て
い

る
。

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
） 

 

十
月
二
十
五
日
、
湯
島
雲
州
侯
奥
よ
り
出
火
。
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江戸版長唄正本における株板化の動き 

　

家
主
や
座
の
後
見
者
・
芝
居
茶
屋
総
代
が
長
唄
正
本
の
版
元
に
入
っ
て
い
る

の
は
、
お
そ
ら
く
債
権
の
代
表
者
と
い
う
立
場
に
拠
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
、
そ
の
背
景
に
は
、
長
唄
正
本
が
観
劇
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
稽
古
本
へ
と
、

再
版
性
の
高
い
出
版
商
品
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
出
版
益
を
座

や
芝
居
茶
屋
な
ど
芝
居
町
内
部
に
直
接
取
り
込
む
方
策
が
と
ら
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
夥
し
い
数
の
後
版
や
再
版
本
が
、
今
日
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
稽
古
本
の
当
時
の
需
要
の
多
さ
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
は
、
中
村
座
と
市
村
座
の
両
座
に
地
代
金
の
滞

り
に
よ
る
地
立
出
入
が
起
き
て
地
所
明
け
渡
し
と
決
ま
り
、
中
村
座
は
十
月
に

都
座
へ
、
市
村
座
は
十
一
月
に
再
び
桐
座
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
五
カ
年
の
約
定
で
興

行
権
が
移
る
。
こ
の
時
に
町
奉
行
へ
出
さ
れ
た
中
村
座
の
地
立
願
い
の
伺
書
に

は
、
当
時
中
村
座
に
は
地
代
金
の
滞
り
が
佐
兵
衛
方
に
三
千
百
六
十
余
両
、
吉

五
郎
方
に
六
百
四
十
六
両
余
、
ほ
か
に
大
借
金
を
抱
え
て
い
る
と
あ
り
、
中
村

座
も
同
様
の
逼
迫
し
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
そ
う
し
た
経
営
努
力
の
甲
斐
も
な
く
、
名
題
役
者
の
取
り
合
い
に
よ

る
給
金
の
つ
り
上
げ
、
数
度
の
類
焼
に
よ
る
普
請
代
、
資
金
不
足
か
ら
く
る
内

部
紛
争
は
不
当
た
り
続
き
へ
と
つ
な
が
っ
て
、
つ
い
に
自
力
で
の
立
て
直
し
は

叶
わ
ず
、 

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
十
月
に
は
「
三
芝
居
狂
言
座
取
締
方
議
定

証
文
」
に
よ
り
役
者
の
給
金
の
上
限
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
座
組
は
三
座
申
し
合

わ
せ
の
上
で
決
め
る
こ
と
と
な
り
、
互
い
に
役
者
を
高
給
金
で
囲
い
込
ま
な
い

よ
う
助
勤
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
再
建
策
が
取
り
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

市
村
座
が
類
焼
を
受
け
芝
居
興
行
を
休
む
事
態
に
な
る
と
、
芝
居
町
関
係
者
は

お
金
を
出
し
合
っ
て
援
助
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
高
が
五
百
五
十
両
以
上
に
な

る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
芝
居
興
行
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
芝

居
町
ぐ
る
み
で
資
金
の
補
填
を
行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
天
明

四
年
の
休
座
に
つ
い
て
は
、
津
村
淙
庵
の
見
分
随
録
で
あ
る
『
譚
海
』
巻
の
四

に
も
「
古
来
よ
り
羽
左
衛
門
借
金
十
六
萬
四
千
四
百
両
に
及
と
い
へ
り
」
と
あ

り
、
桐
座
仮
興
行
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

ふ
き
や
町
芝
居
休
み
困
窮
に
及
び
、
家
主
某
世
話
に
て
金
子
を
こ
し
ら
へ
、

桐
長
桐
座
を
は
じ
め
た
る
故
、
又
ふ
き
や
町
に
ぎ
は
へ
り
。
天
明
四
年
七

月
中
よ
り
普
請
は
じ
ま
り
、
廿
日
の
内
に
出
来
、
や
ぐ
ら
を
あ
げ
興
行
に

及
ぶ
。
毎
日
家
主
立
合
世
話
致
し
、
芝
居
失
墜
格
別
に
減
少
し
、
山
師
の

類
一
切
懸
り
合
に
致
さ
ゞ
る
ゆ
へ
繁
昌
す（

28
）（

傍
線
筆
者
）

す
な
わ
ち
、
芝
居
興
行
の
存
続
を
か
け
て
座
の
頭
取
・
役
者
ば
か
り
で
な
く
、

家
主
や
芝
居
茶
屋
な
ど
芝
居
掛
か
り
の
者
た
ち
が
金
策
や
座
の
運
営
に
深
く
関

わ
っ
て
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
こ
の
桐
座
仮
興
行
に
際
し
て
と
ら
れ
た
方
策
の
一
つ
が
、
芝
居

町
内
部
者
へ
の
版
元
の
交
代
と
株
板
化
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る（

29
）。

さ
ら
に
推
し
量
れ
ば
、
こ
う
し
た
動
き
に
隣
の
芝
居
町
で
あ
る
堺
町
も
無
関
心

で
い
ら
れ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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『
諸
問
屋
名
前
帳（

30
）』（

国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
は
、
そ
れ
以
降
の
本
組
と
仮
組

の
問
屋
名
と
住
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
地
本
双
紙
問
屋
」
仮

組
の
と
こ
ろ
に
は
、

中
村
座
の
版
元
と
し
て
、

　
　

沢
村
屋
利
兵
衛
（
猿
若
町
一
丁
目
家
主
）

　
　

村
山
源
兵
衛
（
安
政
二
年
八
月
加
入
、
室
町
二
丁
目
家
主
）

市
村
座
の
版
元
と
し
て
、

　
　

山
本
重
五
郎
（
文
久
元
年
六
月
加
入
、
猿
若
町
二
丁
目
惣
左
衛
門
地
借
）

森
田
座
・
河
原
崎
座
の
版
元
と
し
て
、

　
　

小
川
屋
半
助
（
嘉
永
六
年
十
二
月
加
入
、
御
所
町
茂
八
店
）

の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、
嘉
永
四
年
問
屋
組
合
の
再
興
後
に
新
規
加
入
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
組
の
仲
間
規
定
に
加
わ
っ
た
と
見
ら
れ

る
。
な
お
、
本
組
に
は
「
後
版
」
表
の
版
元
の
う
ち
、
山
本
平
吉
、
伊
賀
屋
勘

右
衛
門
、
蔦
屋
重
三
郎
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

猿
若
町
に
移
転
し
て
か
ら
は
集
客
に
問
題
を
抱
え
、
三
座
は
幕
末
か
ら
経
営

不
振
に
陥
り
弱
体
化
し
て
い
く
。
長
唄
正
本
も
、
沢
村
屋
利
兵
衛
の
原
版
は
丸

屋
鉄
次
郎
に
求
版
さ
れ
て
出
る
こ
と
が
多
く
な
る
。

　

し
か
し
そ
れ
と
同
時
期
に
、「
杵
屋
蔵
板
」・「
芳
村
蔵
板
」
と
い
っ
た
長
唄

演
奏
者
の
蔵
版
本
が
現
わ
れ
始
め
る
。
例
と
し
て
、
図
㋠
に
「
松
竹
梅
」
正
本

を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月
に
中
村
座
・
守
田
座
の

合
併
興
行
「
音
揃
両
勘
大
寄
」
の
第
一
番
目
四
立
目
に
上
演
さ
れ
た
作
品
で
、

七　

天
保
期
の
芝
居
町
移
転
後

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
年
）、
都
座
か
ら
中
村
座
に
興
行
権
が
戻
っ
て
か
ら
は
、

表
6
に
見
る
よ
う
に
、
長
唄
正
本
の
版
元
も
沢
村
屋
利
兵
衛
に
定
ま
っ
て
お
り
、

変
化
物
の
流
行
や
豊
後
系
浄
瑠
璃
と
の
掛
合
に
よ
っ
て
再
び
所
作
事
が
流
行
す

る
が
、
享
和
・
文
化
・
文
政
期
と
そ
れ
以
降
も
版
行
上
の
目
立
っ
た
変
化
は
起

き
て
い
な
い
（
紙
幅
の
都
合
上
、
表
6
へ
の
掲
載
は
文
化
年
間
ま
で
と
し
て
い
る
）。

た
だ
、
水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革
に
よ
る
引
き
締
め
政
策
に
関
連
し
た
、
次
の

二
つ
の
事
柄
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
月
七
日
に
中
村
座
よ
り
出
火
し
、
堺
町
・
葺

屋
町
の
芝
居
町
が
焼
失
し
、
十
二
月
に
は
市
中
風
俗
改
め
の
趣
に
よ
り
、
堺

町
・
葺
屋
町
両
座
と
操
芝
居
、
そ
の
ほ
か
こ
れ
に
携
わ
る
町
家
が
浅
草
聖
天
町

へ
（
後
猿
若
町
に
変
更
）
移
転
を
命
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
と
対
応
し
て
、
伝
本
の

上
で
も
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
十
月
上
演
の
「
花
童
露
草
刈
」
か
ら
、

沢
村
屋
利
兵
衛
の
住
所
が
「
さ
る
わ
か
町
壱
丁
目
」
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
九
月
上
演
の
「
め
り
や
す
尾
花
の
露
」
か
ら
は
住
所

が
再
び
「
さ
か
い
町
」
に
戻
る
。

　

ま
た
、
天
保
十
二
年
十
二
月
に
は
、
天
保
の
改
革
の
一
環
と
し
て
株
仲
間
解

散
令
が
発
せ
ら
れ
る
。
だ
が
、
株
仲
間
廃
止
の
結
果
が
好
ま
し
く
な
か
っ
た
た

め
、
幕
府
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
問
屋
組
合
の
再
興
を
図
っ
て
い
る
。
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外
題
に
は
唄
浄
瑠
璃
と
角
書
が
付
く
が
、
大
薩
摩
と
の
掛
合
に
よ
る
長
唄
曲
で

あ
る
。
表
紙
右
下
の
枠
外
に
「
通
二
丁
目　

丸
屋
鉄
次
郎
板
」
と
あ
る
が
、
左

側
の
外
題
下
に
「
杵
屋
治
郷　

蔵
板
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
内
題
下

に
「
十
二
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
」
と
作
者
署
名
が
あ
る
た
め
、「
治
郷
」
は

十
二
代
目
六
左
衛
門
の
俳
名
と
推
測
さ
れ
、
作
者
が
蔵
版
し
、
丸
屋
鉄
次
郎
を

支
配
人
と
し
て
版
行
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
仲
間
外
素
人
が
板
木
を

所
有
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
十
二
月
に
は
版
権
条
例
に
伴
い
、
脚
本
楽
譜
条

例
も
制
定
さ
れ
、
脚
本
・
楽
譜
も
保
護
の
対
象
と
な
る
。
著
作
権
法
の
整
備
に

向
け
た
出
版
令
を
先
取
り
す
る
動
き
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
す
で
に
始
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
幕
末
〜
明
治
期
の
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て

検
討
し
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　

中
村
座
上
演
の
長
唄
正
本
に
つ
い
て
、
そ
の
版
行
上
の
変
化
を
た
ど
り
、
寛

政
期
に
起
き
た
株
板
化
の
問
題
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。

　

江
戸
の
出
版
業
界
で
は
、
京
都
・
大
坂
の
出
店
に
始
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
も

あ
り
、
重
版
・
類
版
の
規
制
が
緩
い
特
有
の
商
慣
習
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
江
戸
歌
舞
伎
は
、
草
紙
（
地
本
）
の
世
界
に
江
戸
根
生
い
の

文
化
的
価
値
を
創
り
出
す
、
一
つ
の
源
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

㋠　
『（唄浄瑠璃）松竹梅』（表紙と本文初丁表）丸屋鉄次郎版・杵屋治郷蔵板　明治大学図書館
松和文庫旧蔵
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（
3
）　

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
儒
書
・
仏
書
・
神
書
・
医
書
・
漢
籍
・
古
典
・
歌
書
な
ど

の
堅
い
内
容
の
「
物
之
本
」
と
、
娯
楽
的
庶
民
的
内
容
の
「
草
紙
類
」
は
分
け
ら
れ
て

い
た
。
物
之
本
は
物
之
本
屋
（
江
戸
で
は
書
物
問
屋
）
が
扱
い
、
仲
間
を
結
成
し
た
。

こ
れ
に
対
し
草
紙
類
は
草
紙
問
屋
・
絵
草
紙
問
屋
が
扱
っ
た
。

（
4
）　

蒔
田
稲
城
『
京
阪
書
籍
商
史
』（
出
版
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
二
八
年
）、
稲
岡
勝
「
蔵
版
、

偽
版
、
版
―
―
著
作
権
前
史
の
研
究
」（『
東
京
都
立
中
央
図
書
館
研
究
紀
要
』
第

二
十
二
号
、
一
九
九
二
年
）、
朝
倉
治
彦
・
大
和
博
幸
解
説
（『
享
保
以
降
江
戸
出
版
書

目
（
新
訂
版
）』
臨
川
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
藤
実
久
美
子
「
武
鑑
の
出
版
と
書
物
師

出
雲
寺
」（『
江
戸
文
学　

江
戸
の
出
版
Ⅱ
』
第
十
六
号
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
）、

『
日
本
古
典
書
誌
学
辞
典
』
本
屋
仲
間
の
項
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
を
参
考

と
し
た
。

（
5
）　

江
戸
出
来
の
草
紙
類
、
絵
本
・
草
双
紙
・
江
戸
浄
瑠
璃
本
・
芝
居
音
曲
本
・
浮
世
絵

な
ど
は
地
本
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
は
江
戸
の
地
本
問
屋
が
出
版
・
販
売
に
携
わ
っ
た
。

（
6
）　

江
戸
の
地
本
問
屋
が
版
行
す
る
義
太
夫
大
字
五
行
・
六
行
の
段
抜
床
本
（
抜
本
）
が
、

大
坂
方
の
所
持
す
る
義
太
夫
丸
本
株
の
重
版
・
類
版
に
あ
た
り
差
障
る
と
し
て
、
天
保

三
年
九
月
に
、
大
坂
の
書
物
問
屋
紙
屋
与
右
衛
門
と
糸
屋
七
五
郎
か
ら
大
坂
本
屋
仲
間

年
行
事
の
手
紙
を
添
え
て
、
江
戸
の
書
物
問
屋
行
事
須
原
屋
源
助
に
申
し
出
が
あ
っ
た
。

三
河
屋
喜
兵
衛
・
蔦
屋
重
三
郎
ら
江
戸
の
抜
本
に
携
わ
っ
て
き
た
地
本
問
屋
五
人
は
、

こ
の
申
し
出
を
不
服
と
し
示
談
に
応
じ
ず
、
先
手
を
打
っ
て
、
天
保
三
年
十
月
二
十
九

日
に
須
原
屋
源
助
を
相
手
取
り
町
奉
行
所
へ
出
訴
し
た
。
一
方
、
紙
屋
与
兵
衛
ら
大
坂

の
書
物
問
屋
と
こ
れ
に
与
す
る
江
戸
の
書
物
問
屋
三
組
行
事
側
も
、
十
二
月
に
三
河
屋

喜
兵
衛
・
蔦
屋
重
三
郎
ら
を
相
手
取
り
寺
社
奉
行
に
出
訴
し
た
た
め
、
天
保
四
年
二
月

九
日
に
町
奉
行
所
へ
引
き
渡
し
と
な
っ
て
争
わ
れ
た
。
江
戸
の
抜
本
版
元
側
・
江
戸
書

物
問
屋
行
事
側
・
大
坂
丸
本
株
所
持
者
（
大
坂
書
物
問
屋
）
側
の
各
訴
訟
記
録
か
ら
な
る
。

鈴
木
俊
幸
「
江
戸
板
義
太
夫
本
訴
訟
始
末
（
上
）」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
第

八
十
三
号
、
一
九
九
九
年
）
を
参
考
と
し
た
。

（
7
）　

山
根
為
雄
解
題
校
注
「
義
太
夫
本
公
訴
一
件
」（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
七
巻

歌
舞
伎
が
そ
の
時
代
の
空
気
を
先
取
り
し
観
衆
の
支
持
を
得
る
ほ
ど
に
、
そ
れ

は
江
戸
の
草
紙
（
地
本
）
の
充
実
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

長
唄
正
本
は
享
保
期
に
版
行
が
始
ま
り
、
そ
の
後
も
体
裁
を
変
え
る
こ
と
な

く
明
治
期
ま
で
版
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。
長
唄
正
本
は
、
そ
れ
自
体
が
舌
禍
事

件
や
奢
侈
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
こ

に
は
地
本
界
の
そ
の
時
々
の
趨
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
重

版
・
類
版
の
あ
り
様
、
出
版
者
の
版
権
確
立
の
過
程
等
々
は
検
討
し
て
き
た
と

お
り
で
あ
る
。

　

歌
舞
伎
は
役
者
至
上
主
義
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、

天
明
期
か
ら
深
刻
な
経
営
難
に
陥
る
。
そ
の
と
き
、
芝
居
町
内
部
で
の
経
営
に

対
す
る
合
理
化
の
動
き
と
、
地
本
問
屋
仲
間
の
再
興
と
い
う
地
本
界
の
趨
向
と

が
相
ま
っ
て
、
長
唄
正
本
の
株
板
化
は
起
き
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

注（
1
）　

拙
稿
「
江
戸
版
長
唄
正
本
に
み
る
版
行
形
態
の
変
化
―
―
享
保
〜
寛
政
三
年
に
い
た

る
中
村
座
の
場
合
」（『
東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
九
年
）、「
江

戸
版
長
唄
正
本
に
み
る
版
行
形
態
の
変
化
―
―
享
保
〜
寛
政
期
に
い
た
る
市
村
座
の
場

合
」（『
東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
第
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）、「
江
戸
版
長
唄
正

本
に
み
る
版
行
形
態
の
変
化
―
―
享
保
〜
享
和
期
に
い
た
る
森
田
座
・
河
原
崎
座
の
場

合
」（『
東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
第
四
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
2
）　

長
唄
正
本
に
お
け
る
板
株
化
の
視
点
は
、
佐
藤
悟
「
地
本
論
」（『
読
本
研
究
新
集
』

第
一
集
、
翰
林
書
房
、
一
九
九
八
年
）
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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一
、
何
書
物
ニ
よ
ら
す
此
以
後
新
板
之
物
、
作
者
幷
板
元
之
実
名
、
奥
書
ニ
為
致
可
申

候
事

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
、
ま
だ
地
本
を
対
象
と
し
た
触
れ
で
は
な
い
。

（
13
）　

河
東
節
は
江
戸
浄
瑠
璃
で
あ
る
が
、
そ
の
祖
十
寸
見
河
東
は
長
唄
に
先
行
し
て
享
保

初
期
か
ら
歌
舞
伎
に
出
勤
し
て
い
る
。
小
松
屋
が
正
本
版
元
で
あ
る
。
し
か
し
、い
が
や
・

奥
村
屋
・
井
筒
屋
・
近
江
屋
な
ど
も
河
東
節
の
音
曲
本
を
手
が
け
て
お
り
、
そ
の
中
に

は
小
松
屋
の
本
文
を
版
下
に
流
用
し
た
版
が
す
で
に
存
在
す
る
。
小
松
屋
で
は
正
本
の

表
紙
に
、「
河
東
直
伝
之
正
本
ハ
／
小
松
や
よ
り
ほ
か
に
無
之
候
所
ニ
／
此
こ
ろ
る
い
は

ん
相
ミ
へ
申
候
／
河
東
／
正
め
い
の
／
本
に
ハ
此
如
の
判
形
ヲ
致
／
令
板
行
者
也
能
〻

御
吟
／
味
被
御
求
可
被
下
候
」
と
載
せ
て
偽
版
の
存
在
を
明
言
し
、
対
抗
措
置
と
し
て

太
夫
の
印
章
（
判
形
）
を
入
れ
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。
拙
稿
「
河
東
節
正
本
の
版
行

二
関
す
る
一
考
察
―
―
江
戸
歌
舞
伎
に
お
け
る
初
期
の
音
曲
正
本
と
位
置
付
け
て
」

（『
北
海
道
東
海
大
学
紀
要　

人
文
社
会
科
学
系
』
第
十
九
号
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

　

長
唄
正
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
偽
版
の
存
在
を
示
す
文
言
は
見
つ
か
ら
な
い
。

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
三
月
市
村
座
上
演
の
せ
り
ふ
正
本
の
奥
書
に
、「
浄
る
り
／
せ

り
ふ
／
長
う
た
／
市
村
座
は
ん
も
と
／
右
之
外
狂
言
な
だ
い
づ
け
。
や
ぐ
ら
下
。
一
ま

い
す
り
の
ゑ
外
ゟ
一
切
出
シ
不
申
候
」
と
あ
る
の
が
、唯
一
の
例
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、

浄
瑠
璃
太
夫
が
座
元
や
家
元
で
あ
る
の
に
対
し
、
長
唄
の
演
奏
者
は
座
に
属
し
、
長
唄

正
本
は
芝
居
座
元
の
権
限
が
反
映
し
た
出
版
物
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

歌
舞
伎
の
座
元
側
で
は
宣
伝
の
益
を
と
っ
て
、
偽
版
の
存
在
に
は
こ
の
時
期
鷹
揚
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
14
）　

前
掲
注
（
7
）「
義
太
夫
本
公
訴
一
件
」
八
七
頁
。

（
15
）　

松
本
隆
信
「
画
入
読
本
外
題
作
者
画
工
書
肆
名
目
集
」（『
国
文
学
論
叢
第
一
輯　

西

鶴　

研
究
と
資
料
』
至
文
堂
、
一
九
五
七
年
）。

（
16
）　

長
唄
正
本
は
際
物
で
あ
っ
た
た
め
、
所
作
事
が
当
た
っ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
村
山

は
初
刷
り
を
板
下
に
と
り
、
同
じ
彫
師
の
手
に
な
る
板
木
を
別
に
作
っ
て
部
数
を
増
や

す
手
段
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
同
版
に
見
え
な
が
ら
、
墨
刷
り
部

　

人
形
浄
瑠
璃
』
三
一
書
房
、
一
九
八
三
年
）
八
三
頁
下
段
〜
八
四
頁
上
段
。

（
8
）　

三
升
屋
二
三
治
「
作
者
年
中
行
事
」
参
之
巻
（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
六
巻　

歌
舞
伎
』
三
一
書
房
、
一
九
七
九
年
）
六
九
七
頁
。

（
9
）　

芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
六
巻　

歌
舞
伎
』（
三
一
書
房
、

一
九
七
九
年
）
三
六
三
頁
上
段
。

（
10
）　

長
唄
原
本
集
成
刊
行
会
編
『
長
唄
原
本
集
成
』
巻
一
〜
十
四
（
長
唄
原
本
集
成
刊
行
会
、

一
九
三
六
年
〜
一
九
三
九
年
）。

（
11
）　
「
相
生
獅
子
」
を
本
論
文
の
図
版
に
選
ん
だ
理
由
は
、
座
の
専
属
版
元
の
形
成
と
、
そ

れ
に
伴
う
偽
版
の
出
現
、
多
数
の
後
版
の
存
在
な
ど
、
表
1
の
版
行
の
状
況
を
説
明
す

る
の
に
十
分
な
伝
本
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、「
相
生
獅
子
」
の
上
演
は
明

和
六
年
だ
け
で
は
な
い
。

中
村
座 

享
保
十
九
年
一
月 

十
八
公
今
様
曽
我　

第
三
番
目 

い
が
や
版

中
村
座 

明
和
六
年
二
月 

曽
我
模
様
愛
護
若
松　

第
二
番
目 

村
山
源
兵
衛
版

市
村
座 

安
永
八
年
四
月 

蝶
千
鳥
若わ

か
や
ぎ栄

曽
我　

第
二
番
目
大
詰 

泉
屋
権
四
郎
版

市
村
座 

寛
政
元
年
三
月 

恋こ
い
の
よ
す
が便

仮か
な
が
き

名
書
曽そ

が我　

第
二
番
目 

 
市
村
茂
兵
衛
・
山

本
重
五
郎
・
冨
士

屋
小
十
郎
相
版

と
、
四
種
の
「
相
生
獅
子
」
の
長
唄
正
本
が
伝
存
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
大
名
題
や
演
奏
者

は
異
な
る
が
、
本
文
は
寛
政
元
年
の
正
本
に
増
補
部
分
が
加
わ
る
も
の
の
、
ほ
か
は
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
代
々
の
瀬
川
菊
之
丞
が
、
家
の
芸
と
し
て
相
生
獅
子
を
披
露
す
る
際

に
版
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る　

明
和
六
年
以
降
の
三
種
の
正
本
が
再
版
の
扱
い
で
は
な

い
こ
と
に
、
長
唄
正
本
の
劇
場
出
版
物
と
し
て
の
特
殊
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

明
和
六
年
上
演
の
も
の
だ
け
に
、
異
版
が
多
く
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
明
和
六
年
上
演

の
村
山
版
と
、「
曽
我
模
様
愛
護
の
若
松
」
の
大
名
題
を
持
つ
異
版
の
関
係
を
取
り
上
げ

て
い
く
。

（
12
）　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
三
十
五
（
二
〇
二
〇
）（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
の
享
保

七
寅
年
（
一
七
二
二
）
十
一
月
「
新
板
書
物
取
締
之
事
」
五
カ
条
の
第
四
に
、
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一
九
八
五
年
）。

（
29
）　

さ
ら
に
補
足
す
れ
ば
、
森
田
座
に
お
い
て
は
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
か
ら
、
狂

言
方
も
し
く
は
勘
定
方
と
覚
し
き
人
物
金
井
半
兵
衛
が
長
唄
正
本
の
版
元
に
入
り
、
上

村
吉
衛
門
（
江
見
屋
）
と
相
版
を
組
む
か
た
ち
を
と
る
。
し
か
し
ま
だ
再
版
は
手
が
け

て
お
ら
ず
。
再
版
を
行
う
よ
う
に
な
る
の
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
河
原
崎
座

へ
興
行
権
が
移
り
、
版
元
が
小
川
半
助
へ
交
代
し
て
か
ら
で
あ
る
。

（
30
）　

国
立
国
会
図
書
館
編
『
旧
幕
引
継
書
目
録　

諸
問
屋
名
前
帳
』（
湖
北
社
、
一
九
七
八

年
）。

付
記

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
度
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
御
高
配
を
賜
り
、
図
版
掲
載
を
許
可
下
さ
っ

た
諸
機
関
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

分
の
木
目
の
異
な
る
版
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
翌
興
行
へ
ロ
ン
グ
ラ
ン
を

続
け
た
場
合
に
は
、
再
印
も
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（
17
）　

原
本
が
大
阪
府
立
大
学
の
椿
亭
文
庫
に
あ
り
、
そ
の
奥
書
に
「
于
時
天
明
七
未
三
月

廿
三
日
／
正
名
板
元　

大
坂
道
頓
堀　

敦
賀
屋
吉
右
衛
門
／
同
江
都
堺
町　

沢
村
庄
五

郎
」
と
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

（
18
）　

森
銑
三
ほ
か
監
修
『
新
燕
石
十
種
』
第
五
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
19
）　

国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編
『
歌
舞
伎
選
書
六　

東
都
劇
場
沿
革
誌
料
』
上
（
国
立
劇

場
芸
能
調
査
室
、
一
九
八
三
年
）。

（
20
）　
「
賀
久
屋
寿
々
免
」（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成　

第
六
巻
歌
舞
伎
』
三
一
書
房
、

一
九
七
九
年
、
六
四
八
頁
下
段
）。

（
21
）　

市
村
座
の
長
唄
正
本
『
所
作　

男
舞
楓
顔
色
』（「
白
旗
世
界
樹
仝
鏡　

第
一
番
目
三

立
目
」
天
保
九
年
六
月
上
演
）
の
奥
書
に
「
ふ
き
や
町　

山
本
重
五
郎
蔵
板
」
と
あ
る
。

　
　
　

森
田
座
の
長
唄
正
本
『
め
り
や
す　

時
雨
の
紅
葉
』
の
奥
書
に
「
安
政
三
丙
辰
年
顔

見
世
狂
言
／
は
ん
も
と
小
川
半
助
蔵
板
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物

館
安
田
文
庫
旧
蔵
本
で
あ
る
。

（
22
）　

後
版
表
に
記
載
し
た
版
に
つ
い
て
は
、
伝
本
の
数
が
非
常
に
多
い
た
め
、
所
蔵
場
所

と
架
蔵
番
号
を
本
論
文
に
載
せ
て
い
な
い
。

（
23
）　

前
掲
注
（
1
）
拙
稿
「
江
戸
版
長
唄
正
本
に
み
る
版
行
形
態
の
変
化
―
―
享
保
〜
寛

政
期
に
い
た
る
市
村
座
の
場
合
」
の
表
1
に
よ
る
。

（
24
）　

沢
村
宗
十
郎
は
、
天
明
〜
寛
政
期
に
中
村
座
に
属
し
て
お
り
、
寛
政
六
年
十
月
の
都

座
仮
興
行
で
は
座
頭
を
務
め
て
い
る
。

（
25
）　
『
続
燕
石
十
種
』
一
（
廣
谷
国
書
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
）。

（
26
）　
「
江
戸
三
座
焼
失
一
覧
表
」（
西
山
松
之
助
編
『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
五
巻
、
第
三

章
「
江
戸
三
座
と
遊
郭
の
炎
上
」
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）。『
東
都
劇
場

沿
革
誌
料
』（
注
（
17
）
前
掲
書
）
寛
政
五
年
の
項
に
よ
る
。

（
27
）　
『
安
永
撰
要
類
集
』
二
十
八
、三
芝
居
之
部
（
国
立
国
会
図
書
館
）。

（
28
）　

津
村
淙
庵
「
譚
海
」（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
八
巻
、
三
一
書
房
、
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江戸版長唄正本における株板化の動き 

〈
初
版
と
異
版
の
関
係
表
〉（
表
1–6

に
分
割
し
て
表
示
）　

＊
こ
の
表
は
『
東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
創
刊
号
（
2008

年
）
に
掲
載
し
た
も
の
を
、
加
筆
訂
正
し
て
作
成
し
た
。

表
1　〈

中
村
座
〉

上
演

年
月

曲
名

（
外

題
）

版
元

1（
元

版
） 

内
題

下
述

者
／

筆
耕

／
胡

･
譜

版
元

2
本

屋
儀

兵
衛

版
無

刊
記

版
Ⅰ

種
無

刊
記

版
Ⅱ

種
無

刊
記

版
Ⅲ

種
無

刊
記

版
Ⅳ

種
享

保
16・

2
傾

城
無

間
鐘

鱗
形

屋
商

標
・

透
写

　
奥

書
「

～
菊

之
丞

相
勤

申
候

」 
胡

・
譜

有
元

濱
丁

い
が

や
、

同
版

か
A

1　
内

題
と

奥
書

無
、

胡
・

譜
有

享
保

16・
2

無
間

鐘
新

道
成

寺
堺

町
中

嶋
屋

 
譜

有
元

濱
丁

い
が

や
 

譜
有

享
保

17・
1

う
し

ろ
め

ん
堺

丁
中

嶌
屋

（
本

文
無

）
享

保
19・

1
相

生
獅

子
い

が
や

 
沾

翁
書

　
胡

･
譜

有
明

和
6・

2
の

村
山

版
A

3
元

文
4・

4
鳥

羽
の

恋
塚

元
濱

丁
い

が
や

、
奥

書
｢右

ハ
坂

田
兵

四
郎

直
傳

を
以

令
板

行
候

」 
「

鼓
う

た
」

有
元

文
6・

2
高

野
道

行
歌

祭
文

橘
丁

四
丁

目
泉

屋
権

四
郎

　
胡

譜
有

元
文

6・
2

一
奏

勢
熊

坂
元

濱
丁

い
が

や
・

透
写

　
奥

書
｢大

薩
摩

主
膳

太
夫

直
傳

之
以

正
本

令
板

行
也

」
＊

1 
譜

有
寛

保
1・

8
兵

四
阿

屋
造

元
濱

丁
い

が
や

・
透

写
 

譜
有

寛
保

4・
2

百
千

鳥
娘

道
成

寺
元

濱
丁

い
が

や
・

透
写

 
胡

･
譜

有
延

享
3・

11
初

見
雪

氷
衣

元
濱

丁
い

が
や

 
譜

有
延

享
4・

11
山

中
対

面
の

道
行

元
濱

丁
い

が
や

 
｢上

る
り

｣
有

延
享

5・
1

掛
合

こ
と

哥
〔

綴
目

〕
い

が
や

 
胡

・
譜

有
延

享
5・

1
小

妻
重

山
吹

海
道

元
濱

丁
い

が
や

 
胡

・
譜

有
寛

延
1・

11
（

室
咲

）
京

人
形

元
濱

丁
い

が
や

 
下

冊
に

胡
・

譜
有

寛
延

2・
1

無
間

鐘
〔

綴
目

〕
い

が
や

 
胡

・
譜

有
寛

延
2・

3
一

奏
現

在
道

成
寺

元
濱

丁
い

が
や

 
胡

・
譜

有
宝

歴
3・

1
今

様
熊

坂
の

段
い

が
や

 
譜

有
宝

暦
3・

2
京

鹿
子

娘
道

成
寺

元
濱

丁
い

が
や

元
濱

丁
い

が
や

本
文

無
正

銘
版

元
、

別
版

Ⅱ
種

と
同

版
別

版
同

版
本

儀
版

宝
暦

3・
2

花
の

縁
元

濱
丁

い
が

や
・

後
修

本
有

後
修

本
と

A
2

別
版

別
版

宝
暦

3・
7

一
奏

乙
女

姿
羽

衣
所

元
濱

丁
い

が
や

宝
暦

4・
2

分
身

鉄
五

郎
元

濱
丁

い
が

や
 

｢上
る

り
｣

有
宝

暦
4・

2
夜

鶴
花

巣
籠

〔
綴

目
〕

い
が

や
 

譜
有

宝
暦

4・
2

江
戸

鹿
子

男
道

成
寺

元
濱

丁
い

が
や

 
｢鼓

唄
・

二
上

り
｣

有
別

版
す

べ
て

と
別

版
宝

暦
4・

2
英

執
着

獅
子

（
上

冊
）

　
　

　
　

　
（

下
冊

）
元

濱
丁

い
が

や
元

濱
丁

い
が

や
A

1
＊

2
A

1
別

版
別

版
Ⅰ

種
と

覆
刻

関
係

　
A

1
別

版
（

上
下

二
冊

）
A

1（
上

一
冊

）

宝
暦

4・
11

冬
牡

丹
揚

羽
面

影
元

濱
丁

い
が

や
 

｢上
る

り
｣

有
宝

暦
5・

1
万

歳
貝

尽
掛

合
せ

り
ふ

元
濱

丁
い

が
や

 
胡

有
宝

暦
6・

2
や

り
お

ど
り

長
哥

元
濱

丁
い

が
や

 
｢合

｣
有
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上
演

年
月

外
題

版
元

（
元

版
）　

述
／

筆
／

胡
譜

版
元

2
本

屋
儀

兵
衛

版
無

刊
記

版
Ⅰ

種
無

刊
記

版
Ⅱ

種
無

刊
記

版
Ⅲ

種
無

刊
記

版
Ⅳ

種

宝
暦

6・
11

早
咲

枕
丹

前
元

濱
丁

い
が

や
宝

暦
8・

11
寿

相
生

羽
衣

橘
町

二
丁

目
泉

屋
権

四
郎

上
一

冊
の

み
　

版
元

2
と

A
2

上
下

冊
版

元
2

と
A

2
Ⅰ

種
の

上
冊

と
別

版
下

一
冊

の
み

　
版

元
2

の
A

1
上

下
一

冊
別

版

宝
暦

9・
1

舞
扇

子
姥

桜
高

砂
町

村
山

源
兵

衛
宝

暦
10・

5
舞

鶴
初

丹
前

元
大

坂
町

村
山

源
兵

衛
宝

暦
11・

3
勝

色
桜

丹
前

い
づ

み
町

村
山

源
兵

衛
宝

暦
11・

3
髪

梳
名

と
り

草
橘

町
二

丁
目

泉
屋

権
四

郎
宝

暦
12・

3
芳

野
草

い
づ

み
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

（
奥

）
｢中

村
座

は
ん

も
と

村
山

源
兵

衛
｣

別
版

本
儀

版
の

覆
刻

宝
暦

12・
3

道
行

旅
初

桜
村

山
源

兵
衛

（
図

版
表

紙
掲

載
）

関
係

不
明

Ⅰ
の

A
3

Ⅰ
と

別
版

宝
暦

12・
7

男
郎

花
村

山
源

兵
衛

宝
暦

12・
11

紅
葉

賣
関

係
不

明
宝

暦
12・

11
一

奏
夕

告
鳥

村
山

源
兵

衛
・

透
写

宝
暦

12・
11

勝
舞

台
名

寄
行

列
村

山
源

兵
衛

・
透

写
宝

暦
13・

2
姥

桜
江

島
面

村
山

源
兵

衛
・

透
写

宝
暦

13・
5

旅
寝

の
小

蝶
村

山
源

兵
衛

・
透

写
宝

暦
13・

5
峰

雲
皐

墨
染

村
山

源
兵

衛
 

作
者

金
井

三
笑

／
胡

・
譜

有
宝

暦
13・

5
夏

柳
烏

玉
川

村
山

源
兵

衛
 

作
者

金
井

三
笑

／
胡

・
譜

有
宝

暦
13・

11
末

広
冬

牡
丹

関
係

不
明

宝
暦

14・
2

艸
摺

引
関

係
不

明
本

儀
版

と
別

版
宝

暦
14・

2
爪

音
幸

紋
尽

村
山

源
兵

衛
A

2
別

版
す

べ
て

と
別

版
宝

暦
14・

4
ね

こ
の

つ
ま

村
山

源
兵

衛
（

奥
）｢中

村
座

は
ん

元
　

高
砂

町
村

山
源

兵
衛

｣ 
胡

無
明

和
1・

8
め

り
や

す
　

袖
の

露
村

山
源

兵
衛

 
胡

無
明

和
1・

11
御

所
風

俗
輦

丹
高

砂
町

村
山

源
兵

衛
 

カ
ン

有
明

和
1・

11
縁

結
祝

葛
葉

村
山

源
兵

衛
A

2
明

和
2・

1
め

り
や

す
　

親
子

草
高

砂
町

村
山

源
兵

衛
 

譜
有

別
版

明
和

2・
11

姿
の

鏡
関

寺
小

町
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
A

1
／

胡
・

譜
有

A
3

／
胡

・
譜

有
明

和
2・

11
冬

至
梅

た
が

袖
丹

前
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
2・

11
花

寄
系

図
咄

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

2・
11

ふ
た

つ
文

字
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
A

2
／

胡
・

譜
有

別
版

／
胡

・
譜

有
す

べ
て

と
別

版
　

胡
・

譜
有

す
べ

て
と

別
版

　
胡

・
譜

有
明

和
3・

7
馴

染
相

の
山

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

A
1

／
胡

・
譜

有
明

和
3・

11
松

吹
袖

汐
路

村
山

源
兵

衛
・

透
写

 
譜

有
明

和
3・

11
梅

紅
葉

二
人

物
狂

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有
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上
演

年
月

曲
名

版
元

1（
元

版
）　

述
者

／
筆

耕
／

胡
・

譜
本

屋
儀

兵
衛

版
無

刊
記

版
Ⅰ

種
無

刊
記

版
Ⅱ

種
無

刊
記

版
Ⅲ

種
無

刊
記

版
Ⅳ

種
無

刊
記

版
Ⅴ

種
無

刊
記

版
Ⅵ

種

明
和

4・
1

琴
の

段
　

朧
月

村
山

源
兵

衛
 

鈍
通

与
三

兵
衛

述
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
胡

・
譜

有
別

版
／

述
者

無
／

胡
・

譜
有

Ⅱ
種

の
覆

刻
／

譜
有

明
和

4・
1

春
調

娘
七

種
村

山
源

兵
衛

　（
奥

）
｢中

む
ら

座
は

ん
も

と
　

高
砂

町
村

山
源

兵
衛

｣ 
胡

・
譜

有
A

1
／

奥
書

無
／

胡
・

譜
有

別
版

／
胡

・
譜

有
す

べ
て

と
別

版
／

胡
・

譜
有

明
和

4・
1

春
雨

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

A
1

／
胡

・
譜

有
明

和
4・

1
袖

柳
名

所
塚

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

4・
8

秋
巣

籠
村

山
源

兵
衛

 
楓

江
述

／
胡

・
譜

有
A

2
／

述
者

無
／

胡
・

譜
有

明
和

4・
8

衣
か

つ
ぎ

思
破

車
村

山
源

兵
衛

 
楓

江
述

／
胡

・
譜

有
A

2
／

述
者

無
／

胡
・

譜
有

同
版

後
印

／
述

者
有

／
版

元
欄

削
去

／
胡

・
譜

有

本
儀

版
の

被
彫

／
胡

・
譜

有

明
和

4・
11

早
咲

賎
女

乱
拍

子
村

山
源

兵
衛

 
鈍

通
与

三
兵

衛
・

冨
士

田
楓

江
述

／
胡

・
譜

有
A

1
／

述
者

無
／

胡
・

譜
有

別
版

／
述

者
無

／
胡

・
譜

有
す

べ
て

と
別

版
／

譜
有

明
和

4・
11

楓
袖

相
生

曲
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
4・

11
お

ど
り

念
仏

関
係

不
明

／
胡

・
譜

有
明

和
4・

11
鉢

扣
色

入
船

村
山

源
兵

衛
＊

3 
胡

・
譜

有
明

和
5・

1
ち

ご
さ

く
ら

村
山

源
兵

衛
 

楓
江

述
／

胡
・

譜
有

A
1

／
述

者
有

／
胡

・
譜

有
明

和
5・

4
葉

桜
閨

の
團

村
山

源
兵

衛
・

透
写

 
胡

・
譜

有
明

和
5・

9
渡

初
鵲

丹
前

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

5・
9

お
と

ぎ
紅

葉
早

物
語

村
山

源
兵

衛
 

譜
有

明
和

5・
9

畳
算

村
山

源
兵

衛
 

楓
江

述
／

胡
・

譜
有

A
1

／
述

者
有

／
胡

・
譜

有
A

2
／

述
者

有
／

胡
・

譜
有

別
版

／
述

者
有

／
胡

・
譜

有
す

べ
て

と
別

版
／

述
者

有
／

胡
・

譜
有

Ⅳ
の

被
彫

／
述

者
無

／
譜

有
す

べ
て

と
別

版
／

述
者

無
／

胡
・

譜
有

明
和

5・
11

梅
楓

娘
丹

前
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
5・

11
深

見
草

咲
分

丹
前

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

5・
11

初
時

雨
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
＊

4
A

1
／

胡
・

譜
有

明
和

5・
11

相
生

菊
相

撲
村

山
源

兵
衛

 
作

者
増

山
金

八
／

譜
有

明
和

6・
1

心
駒

勢
草

摺
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

少
有

明
和

6・
2

一
奏

廓
羽

衣
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
6・

2
道

行
女

夫
傘

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

A
1

／
胡

・
譜

有
明

和
6・

2
相

生
獅

子
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

＊
5 

胡
・

譜
有

A
2

／
胡

・
譜

有
別

版
／

胡
・

譜
有

Ⅱ
の

A
1

／
譜

｢上
｣

の
み

す
べ

て
と

別
／

胡
・

譜
省

略
有

明
和

6・
5

追
善

江
戸

桜
其

俤
村

山
源

兵
衛

 
増

山
金

八
述

／
胡

・
譜

有
明

和
6・

5
弾

的
准

系
図

村
山

源
兵

衛
 

増
山

金
八

述
／

胡
・

譜
有

上
冊

の
本

文
に

改
刻

の
あ

る
同

修
本

有
同

修
本

と
同

版
／

胡
・

譜
有

明
和

6・
7

雲
の

峰
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
｢入

｣
有

（
奥

）
中

む
ら

座
板

元
村

山
源

兵
衛

別
版

／
胡

・
｢入

｣
有
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上
演

年
月

曲
名

版
元

1（
元

版
）　

述
者

／
筆

耕
／

胡
麻

・
文

字
譜

版
元

2
本

屋
儀

兵
衛

版
無

刊
記

版
Ⅰ

種
無

刊
記

版
Ⅱ

種
無

刊
記

版
Ⅲ

種

明
和

6・
7

め
り

や
す

　
萩

の
風

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

6・
7

め
り

や
す

　
待

夜
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
6・

11
め

り
や

す
　

か
み

心
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
A

1
／

胡
・

譜
有

明
和

6・
11

楓
葉

恋
狩

衣
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
（

奥
）

中
村

座
板

元
村

山
源

兵
衛

明
和

7・
1

釣
狐

春
乱

菊
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
 

鼎
峨

印
　

　
　

　
　

　
　

　
　

A
1

／
胡

・
譜

有
／

鼎
峨

印
無

別
版

／
胡

無
･

譜
有

す
べ

て
と

別
版

／
胡

・
譜

有
明

和
7・

1
春

宝
東

人
形

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

明
和

7・
3

こ
こ

ろ
の

五
文

字
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
瓢

箪
形

内
に

｢文
｣

／
A

1
／

胡
・

譜
有

明
和

7・
3

山
桜

姿
鐘

入
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
7・

8
め

り
や

す
　

星
明

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
印

無
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
印

無
／

譜
有

明
和

7・
11

狂
乱

　
須

磨
友

千
鳥

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

A
1

／
述

者
有

／
印

無
／

胡
・

譜
有

明
和

7・
11

粧
古

郷
帰

花
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

正
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
印

無
／

胡
・

譜
有

明
和

7・
11

水
仙

対
丹

前
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

正
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

明
和

7・
11

め
り

や
す

　
う

き
枕

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
板

 
天

滴
述

／
鼎

峨
印

／
胡

・
譜

有
A

2
／

述
者

無
／

印
無

／
胡

・
譜

有
明

和
8・

1
花

姿
放

下
僧

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

胡
・

譜
有

（
奥

）
｢中

村
座

板
元

　
む

ら
山

正
｣

明
和

8・
3

髪
梳

十
寸

鏡
高

砂
町

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
印

無
／

胡
・

譜
有

明
和

8・
3

め
り

や
す

　
仇

ざ
く

ら
高

砂
町

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
印

無
／

胡
・

譜
有

明
和

8・
7

妹
背

星
紅

葉
丹

前
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
（

奥
）

｢中
む

ら
座

板
元

　
村

山
源

兵
衛

正
｣

明
和

8・
11

花
角

力
里

盃
新

い
つ

み
丁

中
ほ

ど
村

山
源

兵
衛

 
天

滴
述

／
胡

・
譜

有
明

和
8・

11
冬

牡
丹

園
生

獅
子

い
つ

み
丁

中
ほ

ど
村

山
源

兵
衛

 
喜

立
述

／
鼎

峨
印

／
胡

・
譜

有
明

和
8・

11
紅

白
勢

丹
前

〔
　

〕
中

ほ
ど

村
山

源
兵

衛
・（

奥
）

｢中
む

ら
座

板
元

　
新

い
つ

み
町

村
山

源
兵

衛
｣ 

天
滴

述
／

胡
・

譜
有

A
1

／
述

者
無

／
胡

・
譜

有
／

奥
書

無
図

版
表

紙
掲

載
／

関
係

不
明

明
和

8・
11

雪
花

喩
系

図
い

つ
み

丁
中

ほ
ど

村
山

源
兵

衛
・

透
写

 
譜

有
（

奥
）

｢中
村

座
正

銘
板

元
む

ら
山

正
｣

明
和

8・
11

め
り

や
す

　
鳥

の
音

い
つ

み
丁

中
ほ

ど
村

山
源

兵
衛

 
天

滴
述

／
胡

・
譜

有
（

奥
）

｢む
ら

山
正

｣
明

和
9・

1
曙

鎌
倉

名
所

新
い

つ
み

丁
中

ほ
ど

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

胡
・

譜
有
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明
和

9・
1

梅
笑

粧
く

さ
ず

り
し

ん
い

つ
み

丁
村

山
源

兵
衛

正
 

胡
・

譜
有

（
奥

）
｢中

村
座

板
元

正
銘

　
村

山
｣

A
1

／
胡

・
譜

有
／

奥
書

無
／

内
題

角
書

無
明

和
9・

1
春

遊
駅

路
駒

新
い

つ
み

丁
中

ほ
ど

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

9・
1

（
狂

乱
初

霞
）

雲
井

の
里

言
葉

新
い

つ
み

町
村

山
源

兵
衛

 
天

滴
述

／
胡

・
譜

有
（

奥
）「

中
村

座
板

元
正

銘
新

い
つ

み
町

む
ら

山
｣

A
1

／
述

者
無

／
胡

・
譜

有
／

奥
書

無
別

版
／

胡
・

譜
省

略
有

明
和

9・
1

め
り

や
す

　
若

く
さ

新
い

つ
み

丁
中

ほ
ど

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

｢上
ケ

｣
有

A
1

／
述

者
無

／
｢上

ケ
」

有
明

和
9・

1
め

り
や

す
　

わ
が

涙
新

い
つ

み
丁

中
ほ

ど
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

少
有

明
和

9・
8

初
歌

舞
妓

女
花

槍
関

係
不

明
／

胡
・

譜
少

有
明

和
9・

8
め

り
や

す
　

笹
引

関
係

不
明

／
胡

有
明

和
9・

11
雪

の
一

夜
室

乱
梅

関
係

不
明

／
胡

・
譜

有
明

和
9・

11
め

り
や

す
　

白
た

え
関

係
不

明
／

胡
・

譜
有

Ⅰ
と

別
版

／
胡

・
譜

有
安

永
2・

1
め

り
や

す
　

か
き

つ
ば

た
関

係
不

明
／

胡
・

譜
有

安
永

2・
8

三
扇

雲
井

月
南

側
村

山
源

兵
衛

下
冊

（
奥

）
｢中

村
座

正
銘

版
元

村
山

源
兵

衛
｣

安
永

2・
11

陸
花

栬
高

砂
町

南
側

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

安
永

2・
11

め
り

や
す

　
錦

木
高

砂
町

南
側

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

胡
有

｢カ
ン

｣
有

安
永

3・
1

（
風

流
万

歳
）

五
衣

の
品

高
砂

町
南

側
村

山
源

兵
衛

 
｢三

絃
大

小
入

･
哥

｣
有

（
奥

）
｢中

村
座

正
銘

版
元

村
山

源
兵

衛
｣

安
永

3・
8

め
り

や
す

　
神

頼
高

砂
町

南
側

村
山

源
兵

衛
正

 
機

流
述

安
永

3・
9

め
り

や
す

　
思

ひ
寝

高
砂

町
南

側
村

山
源

兵
衛

 
胡

有
（

奥
）

｢中
村

座
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銘
版

元
村
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源

兵
衛
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｣

A
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／
胡

有

安
永

3・
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め
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す
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落

葉
高
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道
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胡
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村
座
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元

　
村

山
｣

安
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4・
2
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望
釣

狐
高

砂
町

南
新

道
村

山
源

兵
衛

正
・
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写

本
安

永
4・

2
め

り
や

す
　

花
散

鐘
透

写
本
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表

紙
に

版
元
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し
）
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奥

）
｢中

村
座

正
銘

版
元

村
山

源
兵

衛
｣

安
永

4・
2

め
り
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す

　
葉

桜
高

砂
町

南
新

道
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山
源

兵
衛

 
喜

立
述

安
永

4・
11

翁
草

恋
種

蒔
関

係
不

明
Ⅰ

と
別

版
安

永
5・

4
置

霜
恋

乱
菊

高
砂

町
南

新
道

村
山

源
兵

衛
 

鼎
峨

印
安

永
5・

11
め

り
や

す
　

ね
ぬ

よ
本

文
欠

安
永

6・
1

め
り

や
す

　
す

く
な
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字

関
係

不
明

安
永

6・
3

鐘
掛

花
振

袖
関

係
不

明
／「

手
ヲ

ド
リ

」
有

Ⅰ
と

別
版

／
譜

無
Ⅱ

と
同

版
／

2
～

3
丁

は
覆

刻
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表 2　〈中村座〉

上演年月 曲名 版元 1　述者／筆耕／胡麻点・文字譜 版元 2

安永 6・11 めりやす　時雨月 板元　高砂町南新道村山源兵衛／
賣所　江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 6・11 めりやす　雪見酒 板元　高砂町南新道村山源兵衛／ 胡・譜有
賣所　江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 7・2 めりやす　朧月 板元　高砂町村山源兵衛／
賣所　江戸橋四日市本屋儀兵衛　明和 4 年上演版の同版後
印・述者無／胡・譜有

板元　高砂町南新道村山源
兵衛／江戸橋四日市本屋儀
兵衛・同版後印

安永 7・2 咲分梅笑顔 板元　〔綴じ目〕村山源兵衛／
賣所　江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 7・2 めりやす　男文字 板元　高砂町村山源兵衛／ 胡有
賣所　四日市本屋儀兵衛

安永 7・7 其紅葉懺悔物語 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛　透写本 譜有

安永 7・11 信夫石恋御所染 高砂町南新道村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀
兵衛 「ヲトリ」有

安永 7・11 めりやす　花夕部 板　高砂町南新道村山源兵衛　正元　江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 7・11 琴歌　雪の夜 高砂町南新道村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋
儀兵衛 左交述　　　　　　　　

安永 8・1 風流女萬歳 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛 鼎峨丸印／「ヲトリ」有

安永 8・1 初夢姿富士 高砂町村山源兵衛／板元／江戸橋四日市本屋儀兵衛
（奥）｢中村座板元｣ 「上るり ･ 哥」有

安永 8・5 花菖蒲對の手綱 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 8・8 秋の花角力 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛 譜有

安永 8・8 華筵千種の丹前 高砂町村山源兵衛／正本板元／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 8・9 二ツ紋ときに　相の
山

板　高砂町村山源兵衛　　　　正元　江戸橋四日市本屋儀兵衛 胡 ･ 譜有

安永 8・11 氷面鏡梅俤 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 8・11 恋の乱れ苧 高砂町南新道村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀
兵衛

安永 9・1 潔江戸絵蘼 〔綴目〕村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
 「ヲトリ」有

安永 9・3 曳各鐘贔屓 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 9・7 三拍子秋野色々 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
 「ヲトリ ･ チラシ」有

安永 9・7 映紅葉奴僕 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
 譜有

安永 9・8 髪梳き　秋の暮 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 9・11 引連樹春駒 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 9・11 めりやす　磯千鳥 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 9・11 めりやす　関の戸 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

天明 1・3 道行花の雪吹 板〔裁断〕村山源兵衛　　　　正元　江戸橋四日市本屋儀兵衛
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天明 1・4 めりやす　仇枕 高砂町村山源兵衛／板元／四日市本屋儀兵衛

天明 1・9 色見草四の染分 板　たかさご町村山源兵衛
元　四日市本屋儀兵衛

天明 1・11 紅白姿色鏡 高砂丁村山源兵衛／はんもと／四日市本屋儀兵衛

天明 1・11 我背子恋の合槌 高砂丁村山源兵衛／はんもと／四日市本屋儀兵衛
 左交述／譜有

天明 1・11 丹前　花姿視 高砂丁村山源兵衛／はんもと／四日市本屋儀兵衛

天明 1・11 屏風の関 板　高砂丁村山源兵衛 左交述　　　　　　
元　本屋儀兵衛

天明 2・11 めりやす　雨の柳 板　たかさご丁村山源兵衛
元　江戸はし四日市本屋儀兵衛　透写本

天明 2・1 花遊小鳥囀 高さこ町村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋儀兵
衛 「ヲトリ」有

天明 2・1 琴哥　かり寝 板　たかさご町村山源兵衛　三朝述
元　江戸ばし四日市本屋儀兵衛

天明 2・3 釣狐花設罠 高さこ町村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋儀兵
衛 譜有

天明 2・7 今様月汐汲 高さご町村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋儀兵
衛

天明 2・7 道行昔のうつし絵 板　たかさご丁村山源兵衛
元　江戸ばし四日市本屋儀兵衛

表 3　〈中村座〉

上演年月 曲名 版元（元版）　述者／筆耕／胡・譜 本屋儀兵衛版 無刊記版Ⅰ種

天明 2・11 琴柱のかり 板　高砂町村山源兵衛
元　長谷〔川〕町松本や万吉 「こと哥」有

天明 2・11 めりやす　なみ枕 板　高砂町村山源兵衛　
元　長谷川町松本や万吉

天明 2・11 めりやす　雪月花 板　高砂町村山源兵衛　
元　長谷川町松本や万吉

別版

天明 2・11 花楓粧丹前 はんもと／高砂町村山源兵衛／長谷川町松本や万吉
 「ヲトシ」有

天明 3・1 花緑千歳寿 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉

天明 3・1 初花色の染手綱 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉

天明 3・2 恋の枷糸 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉
 左交述 　　　　　　

天明 3・2 乱咲扇子蝶 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉

天明 3・4 再咲花娘道成寺 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉　譜有

天明 3・8 めりやす　秋の夜 板　高砂丁村山源兵衛　
元　長谷川丁松本屋万吉

天明 4・1 道行　児桜恋淵瀬 はんもと／高砂町村山源兵衛／松本屋万吉 譜有

天明 4・1 咲競梅丹前 はんもと／高砂町村山源兵衛／松本屋万吉 透写本

天明 4・3 めりやす　色増袖 板　和泉丁村山源兵衛　
元　長谷川丁松本屋万吉

天明 4・3 馴初船の内 「哥」有

天明 4・3 朝日の舞鶴 透写本
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表
4　〈

中
村
座
〉

上
演

年
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曲
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版
元

（
元

版
）　

述
者

／
筆

耕
／

胡
･

譜
本

屋
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兵
衛
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版
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村
屋
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Ⅰ
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村
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Ⅲ
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Ⅳ
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岸
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板

　
よ
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山
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か

い
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五

郎
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写

本
天
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重
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の

塩
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板
　

高
さ

ご
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山
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正
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元

　
さ

か
い
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澤

村
庄

五
郎

天
明
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色
見

草
古
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玉
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さ

か
い
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沢
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庄

五
郎

　
寛

政
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4
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す
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の

後
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沢
村
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五

郎
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交
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寛

政
1・

7
八

朔
梅

月
の

霜
月

板
　

せ
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町
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町
沢
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版
／

奥
｢寛

政
元

酉
年

七
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再
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沢
村
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Ⅰ
の
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版
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印
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Ⅰ
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同
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書
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6
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政
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松
鶴

嫩
丹
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は

ん
も

と
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か

い
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沢
村

庄
寛
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す
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山
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磐
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沢
村
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五

郎
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政
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狐
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沢
村
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衛
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兵
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版
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板
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日
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村
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板

」
＊
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板

沢
村

屋
利

兵
衛
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求

板
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鉄
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寛
政

3・
5

五
月

菊
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津

絵
板
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欄
〕
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丁

沢
村
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表
5　〈

都
座
〉

上
演

年
月

曲
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版
元
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元

版
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述
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／
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譜
沢

村
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利
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衛
版

Ⅰ
種

沢
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Ⅲ
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衛
／

は
ん

も
と

 
譜

無
寛

政
6・

5
（

め
り

や
す

）
や

ど
り

車
さ

か
い

町
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

　
狂

言
作

者
松

井
由

輔
述

（
表

紙
）

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

 
「

合
」

寛
政

6・
7

（
琴

唄
）

雲
井

の
鴈

さ
か

い
町

中
嶋

屋
伊

左
衛

門
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
 

「
合

」
寛

政
6・

7
（

め
り

や
す

）
下

紐
さ

か
い

町
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

 
「

合
」

寛
政

6・
7

（
床

さ
か

づ
き

）
相

の
山

さ
か

い
町

中
嶋

屋
伊

左
衛

門
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
 

譜
無

寛
政

6・
11（

め
り

や
す

）
糸

車
板

元
　

き
り

屋
／

沢
村

屋
／

中
嶋

屋
 

五
瓶

述
「

三
下

り
、

合
」

寛
政

7・
1

（
新

う
た

）
五

大
力

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
／

中
嶋

屋
伊

左
衛

門
／

沢
村

屋
利

兵
衛

 
並

木
五

瓶
述

／
譜

無
別

版
／

大
字

／
述

者
有

「
三

下
り

、
合

」
別

版
／

大
字

／
述

者
有

／
譜

無
Ⅱ

種
の

覆
刻

／
述

者
無

／
譜

無
寛

政
7・

2
三

瀬
川

吾
妻

人
形

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

 
「

合
」

寛
政

7・
11

色
手

綱
誓

の
駒

引
板

元
　

と
み

さ
わ

町
桐

屋
傳

左
衛

門
／

賣
所

　
さ

か
い

町
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

 
「

合
」

寛
政

7・
11

折
箙

竹
梅

幸
板

元
　

と
み

さ
わ

町
桐

屋
傳

左
衛

門
／

賣
所

　
さ

か
い

町
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

 
「

ツ
ツ

ミ
哥

、
合

」
寛

政
7・

11（
め

り
や

す
）

心
の

蝶
板

元
　

と
み

さ
わ

町
桐

屋
傳

左
衛

門
／

賣
所

　
さ

か
い

町
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

 
譜

無
寛

政
8・

1
（

め
り

や
す

）
心

の
木

枕
（

表
紙

欠
）

神
田

平
永

町
森

田
屋

金
蔵

「
三

下
り

、
合

」
寛

政
9・

3
（

め
り

や
す

）
爪

紅
粉

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
／

賣
所

　
さ

か
い

町
沢

村
屋

利
兵

衛
 

ゑ
ん

ふ
述

「
二

上
り

、
合

」
寛

政
9・

8
姿

花
穐

七
種

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
　

杵
屋

正
次

郎
増

補
／

賣
所

　
さ

か
い

町
沢

村
屋

利
兵

衛
 

「
二

上
り

、
三

下
り

、
ツ

ヽ
ミ

」
沢

村
屋

利
兵

衛
　

さ
か

い
丁

手
習

子
　

抜
摺

り
本

寛
政

9・
9

（
め

り
や

す
）

あ
だ

し
髪

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
 

杵
屋

和
吉

述
 　

　
　

　
　

　
／

賣
所

　
さ

か
い

町
沢

村
屋

利
兵

衛
 

「
二

上
り

、
合

」
寛

政
9・

9
忍

夫
摺

形
見

狩
衣

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
／

賣
所

　
さ

か
い

町
沢

村
屋

利
兵

衛
 

「
ウ

タ
イ

、
三

下
り

、
合

」
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表
6　
注
⑧

〈
中
村
座
〉

上
演

年
月

曲
　

名
版

元
（

元
版

）　
述

者
／

胡
･

譜
沢

村
屋

版
Ⅰ

種
沢

村
屋

版
Ⅱ

種
沢

村
屋

版
Ⅲ

種
沢

村
屋

版
Ⅳ

種

寛
政

9・
11

（
仙

臺
ぶ

し
）

吾
妻

唄
板

元
／

さ
か

い
町

沢
村

利
兵

衛
／

せ
と

も
の

丁
村

山
源

兵
衛

表
紙

「
再

板
」

／
別

版
／

大
字

／
「

二
上

り
、

合
」

寛
政

9・
11

（
め

り
や

す
）

心
の

雪
板

元
／

沢
村

利
兵

衛
／

村
山

源
兵

衛
　

左
交

述

寛
政

10・
3

（
め

り
や

す
）

墨
の

梅
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

丁

寛
政

10・
3

（
唄

浄
瑠

璃
）

邯
鄲

四
季

の
花

道

板
元

／
さ

か
い

丁
沢

村
屋

利
兵

衛
／

村
山

源
兵

衛
　

亀
玉

述
同

版
／

述
者

有
／

表
紙

「
村

山
源

兵
衛

」
削

去
Ⅰ

種
の

覆
刻

／
「

再
板

」
／

述
者

有

寛
政

10・
11

花
車

紅
葉

錦
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

丁
寛

政
11・

2
（

め
り

や
す

）
花

の
関

の
戸

は
ん

も
と

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
丁

寛
政

11・
11（

め
り

や
す

）
室

の
ゑ

が
ほ

板
　

沢
村

屋
利

兵
衛

「
三

下
り

」
元

　
森

田
屋

金
蔵

　
大

名
題

無
寛

政
11・

11
牛

飼
室

梅
花

は
ん

も
と

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

　
　

　
　

　
　

　
　

杵
屋

正
次

郎
作

板
　

さ
か

い
丁

沢
村

屋
利

兵
衛

元
　

平
永

町
　

森
田

屋
金

蔵
別

版
　

内
題

下
作

者
名

無

板
　

よ
し

町
角

山
本

平
吉

元
　

芝
神

明
前

和
泉

や
市

兵
衛

Ⅰ
と

同
版

／
版

元
名

部
分

入
木

寛
政

12・
1

帯
拽

花
農

小
林

は
ん

も
と

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

同
版

後
印

、
表

紙
別

版
板

元
／

さ
か

い
丁

沢
村

利
兵

衛
／

平
永

町
森

田
屋

金
蔵

別
版

寛
政

12・
3

（
め

り
や

す
）

心
の

筆
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

町

寛
政

12・
5

江
戸

花
五

枚
錦

絵
板

元
／

さ
か

い
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
板

元
／

さ
か

い
丁

沢
村

利
兵

衛
／

平
永

丁
森

田
屋

金
蔵

「
花

娘
」

抜
刷

本
寛

政
12・

11（
め

り
や

す
）

蔦
紅

葉
は

ん
元

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

　
五

瓶
述

享
和

1・
11

花
袂

碁
立

梅
は

ん
元

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

享
和

3・
5

三
重

霞
嬉

敷
顔

鳥
板

元
／

さ
か

い
町

沢
村

屋
利

兵
衛

表
紙

「
再

板
」

／
左

交
述

（
奥

）
｢享

和
三

亥
正

月
吉

日
　

沢
村

蔵
板

｣

覆
刻

　
（

奥
）

｢享
和

三
亥

五
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
｣
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享
和

3・
2

ぬ
れ

翅
神

田
平

永
町

森
田

屋
金

蔵
　

写
本

享
和

3・
4

（
琴

唄
）

秋
空

板
元

／
さ

か
い

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
蔵

板
享

和
3・

8
新

八
重

梅
正

銘
／

は
ん

元
／

沢
村

屋
利

兵
衛

蔵
板

／
さ

か
い

町
文

化
1・

2
う

て
な

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

文
化

2・
3

法
花

四
季

臺
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

丁
（

下
冊

奥
）

｢文
化

二
乙

丑
年

三
月

三
日

蔵
版

｣
上

下
二

冊
本

本
文

覆
刻

（
含

刊
記

）　
表

紙
別

版
　

上
下

二
冊

本
　

表
紙

別
版

　
本

文
Ⅰ

の
後

印
一

冊
本

表
紙

別
版

「
再

板
」　

本
文

Ⅰ
の

覆
刻

◎

原
版

沢
村

利
兵

衛
　

求
版

丸
屋

鉄
次

郎
本

文
別

版
　「

慶
應

三
年

丁
卯

九
月

再
板

」
文

化
2・

4
（

め
り

や
す

）
妻

戸
の

風
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

町
（

奥
）「

文
化

二
丑

四
月

十
日

蔵
版

」　
◎

文
化

3・
2

七
字

の
花

在
姿

繪
板

元
／

さ
か

い
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

北
が

わ
（

下
冊

奥
）「

文
化

三
寅

二
月

吉
日

　
沢

村
蔵

版
」

本
文

覆
刻

（
含

刊
記

）
表

紙
別

版
Ⅰ

の
覆

刻
（

含
刊

記
）

別
版

◎
（

奥
）「

原
版

　
文

化
三

寅
二

月
吉

日
　

再
版

　
文

政
四

巳
年

五
月

吉
日

　
沢

村
蔵

版
」

板
元

丸
屋

鉄
次

郎
別

版

文
化

3・
4

（
め

り
や

す
）

袖
の

海
板

元
／

さ
か

い
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

北
が

わ
（

奥
）「

文
化

三
寅

の
四

月
十

四
日

　
沢

村
蔵

版
」

文
化

4・
5

（
子

日
）

男
舞

曲
相

生
さ

か
い

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

板
 「

ウ
タ

イ
、

三
下

り
」

（
奥

）「
文

化
四

丁
卯

年
五

月
吉

日
　

沢
村

蔵
板

」
別

版
（

奥
）「

原
板

文
化

四
丁

卯
年

五
月

吉
日

／
再

板
文

政
十

三
庚

寅
年

三
月

良
辰

　
澤

村
蔵

板
｣

文
化

4・
5

（
重

陽
）

色
砧

籬
花

娵
さ

か
い

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

板
（

奥
）「

文
化

四
丁

卯
年

五
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
｣

文
化

5・
1

寶
君

壽
万

歳
さ

か
い

丁
／

澤
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
元

 
「

二
上

り
」

（
奥

）「
文

化
五

辰
正

月
二

日
　

堺
町

沢
村

蔵
板

｣
文

化
5・

2
梅

庭
意

贔
屓

板
元

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

（
奥

）「
文

化
五

辰
年

二
月

吉
日

　
澤

村
蔵

板
」

文
化

5・
4

道
行

鳥
邊

山
板

元
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

北
か

ハ
文

化
5・

7
（

め
り

や
す

）
月

雪
花

操
車

　
板

元
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
（

奥
）「

文
化

五
年

辰
七

月
十

七
日

　
澤

村
蔵

板
」

文
化

5・
8

濱
松

風
戀

歌
板

元
／

さ
か

い
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

北
が

わ
（

奥
）「

文
化

五
辰

八
月

十
日

　
沢

村
蔵

板
｣

別
版

◎
　

刊
記

｢文
政

九
戌

年
九

月
吉

日
再

刻
　

澤
村

蔵
板

｣
Ⅱ

の
覆

刻
別

版
　

原
板

沢
村

利
兵

衛
／

求
板

丸
屋

鉄
次

郎
文

化
5・

11
天

津
矢

声
恋

神
業

は
ん

も
と

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

（
奥

）「
文

化
五

戊
辰

年
霜

月
朔

日
　

沢
村

蔵
板

」
文

化
6・

4
邯

鄲
園

菊
蝶

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

町
（

奥
）

｢文
化

六
巳

年
四

月
吉

日
　

沢
村

蔵
板

｣
別

版
　

通
二

丁
目

／
丸

屋
鉄

次
郎

／
は

ん
も

と
文

化
6・

9
（

め
り

や
す

）
ゆ

か
り

の
月

板
元

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

本
文

後
印

　
表

紙
別

版
覆

刻
　

通
二

丁
目

丸
屋

鉄
次

郎
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文
化

7・
3

八
重

や
ま

ぶ
き

は
ん

も
と

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

（
奥

）
｢文

化
七

午
年

三
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
｣

文
化

7・
5

（
め

り
や

す
）

木
の

下
や

み
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

丁
（

奥
）

｢文
化

七
午

年
五

月
吉

日
　

沢
村

蔵
板

｣
文

化
7・

7
伊

勢
音

頭
恋

目
の

双
六

　
板

元
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
（

奥
）「

文
化

七
午

年
七

月
十

五
日

　
澤

村
蔵

板
」

文
化

7・
8

小
原

女

廓
の

禿

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
（

奥
）「

文
化

七
午

年
八

月
十

七
日

澤
村

蔵
板

」
上

冊
正

銘
／

板
元

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
北

が
わ（
奥

）
｢文

化
七

午
年

八
月

十
七

日
　

澤
村

蔵
板

｣
下

冊

別
版

上
一

冊
別

版
　

表
紙

Ⅰ
の

覆
刻

「
文

久
二

戌
七

月
再

板
　

澤
村

蔵
板

」
上

下
一

冊
本

Ⅱ
の

覆
刻

　
原

板
沢

村
屋

利
兵

衛求
板

丸
屋

鉄
次

郎
　

上
下

一
冊

本

文
化

7・
11

追
払

梅
明

春
正

銘
／

堺
町

／
澤

村
屋

利
兵

衛
／

板
元

　
（

奥
）「

文
化

七
庚

午
十

一
月

朔
日

　
沢

村
屋

蔵
板

」
文

化
7・

11
（

琴
唄

）
花

色
香

正
銘

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
（

奥
）

｢文
化

七
庚

午
霜

朔
日

　
沢

村
蔵

版
｣

文
化

8・
3

遅
桜

手
尓

葉
七

字
正

銘
／

さ
か

い
丁

／
澤

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

（
奥

）「
文

化
八

未
年

三
月

吉
日

　
澤

村
蔵

板
」

上
下

二
冊

別
版

　
一

冊
本

（
奥

）「
原

板
文

化
八

未
年

三
月

吉
日

／
再

板
文

政
四

年
巳

四
月

吉
日

  
澤

村
蔵

板
」

字
表

紙
本

　
本

文
Ⅰ

の
覆

刻
沢

村
屋

利
兵

衛
／

大
黒

屋
金

之
介

相
版

　
別

版
〔

上
下

〕
二

冊
「

大
黒

屋
金

之
助

」
を

削
去

し
た

版
あ

り

沢
村

屋
利

兵
衛

／
丸

屋
鉄

次
郎

相
版

　
Ⅲ

の
覆

刻
ほ

か
に

丸
屋

求
版

本
あ

り

文
化

9・
9

（
め

り
や

す
）

青
葉

正
銘

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元

文
化

8・
11

岩
井

月
緑

の
松

本
正

銘
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

　
（

奥
）「

文
化

八
未

年
霜

月
朔

日
　

澤
村

蔵
板

」
文

化
8・

11
（

め
り

や
す

）
浪

枕
正

銘
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

（
奥

）「
文

化
八

年
霜

月
朔

日
　

澤
村

蔵
板

」
文

化
9・

1
千

代
の

春
緑

末
広

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
（

奥
）「

文
化

九
申

年
正

月
吉

日
　

澤
村

蔵
板

」
文

化
9・

7
万

歳
君

堺
町

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
　

（
奥

）「
文

化
九

年
申

七
月

十
五

日
　

澤
村

蔵
板

」
文

化
9・

9
再

春
菘

種
蒔

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
（

奥
）「

文
化

九
申

年
九

月
九

日
　

沢
村

蔵
板

｣
＊

9
本

文
覆

刻
　

字
表

紙
本

文
別

版
　

字
表

紙
版

元
部

分
墨

丁
　

Ⅱ
の

覆
刻

「
丸

鉄
板

」
と

入
る

同
版

有
通

三
丁

目
丸

屋
鉄

次
郎

板
「

明
治

十
七

年
再

版
」

文
化

9・
9

紅
葉

袖
名

錦
絵

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
（

奥
）「

文
化

九
申

年
九

月
九

日
　

沢
村

蔵
板

」
同

版
の

字
表

紙
本

あ
り

文
化

10・
2

（
め

り
や

す
）

命
毛

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
（

奥
）「

文
化

十
酉

年
二

月
十

二
日

　
沢

村
蔵

板
｣
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文
化

10・
3

四
季

詠
寄

三
大

字
正

銘
／

堺
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

板
元

（
奥

）「
文

化
十

酉
年

三
月

七
日

　
沢

村
蔵

板
」

上
下

二
冊

別
版

（
A

3）
上

下
一

冊
　

（
奥

）「
文

化
十

酉
年

三
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
」

本
文

Ⅰ
の

覆
刻

　
（

奥
）「

文
化

十
酉

年
三

月
吉

日
   

發
板

／
文

政
十

三
寅

歳
四

月
吉

日
　

再
板

　
澤

村
蔵

板
」

◎

本
紋

別
版

　
大

字
沢

村
屋

利
兵

衛
／

丸
屋

鉄
次

郎
相

版
本

文
同

版
Ⅲ

文
化

10・
9

御
名

残
尾

花
留

袖
正

銘
／

堺
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

板
元

（
奥

）「
文

化
十

癸
酉

年
秋

九
月

　
沢

村
蔵

板
」

文
化

11・
3

寄
三

津
再

十
二

支
正

銘
／

堺
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

板
元

（
奥

）「
文

化
十

一
戌

年
三

月
　

澤
村

蔵
板

」
文

化
12・

1
梅

籬
霞

帯
曳

正
銘

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
（

奥
）「

文
化

十
二

亥
年

一
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
」

文
化

12・
3

其
九

繪
彩

四
季

桜
正

銘
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

（
奥

）「
文

化
十

二
戌

年
三

月
吉

日
　

沢
村

蔵
板

」
文

化
12・

11
今

様
嫩

花
道

正
銘

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
（

奥
）「

文
化

十
二

亥
年

霜
月

朔
日

　
沢

村
蔵

板
」

文
化

13・
5

（
琴

唄
）

朝
顔

正
銘

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
（

奥
）「

文
化

十
三

子
年

五
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
」

文
化

13・
9

御
名

残
七

小
町

容
彩

四
季

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
（

奥
）「

文
化

十
三

子
年

九
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
」

文
化

15・
1

道
中

丸
色

廓
正

銘
／

堺
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

板
元

　
終

丁
欠

注
：

 本
表

は
版

元
1

を
元

版
と

し
、

本
屋

儀
兵

衛
版

・
無

刊
記

版
と

の
本

文
の

関
係

を
表

し
た

も
の

で
あ

る
。

各
曲

の
本

屋
儀

兵
衛

版
と

無
刊

記
版

Ⅰ
～

Ⅵ
の

欄
に

｢A
1（

A
2・

A
3・

別
版

）｣
と

記
載

し
て

い
る

。
本

屋
儀

兵
衛

版
と

無
刊

記
版

間
の

本
文

の
関

係
に

つ
い

て
記

す
場

合
は

、「
本

儀
版

と
同

版
」

や
「

Ⅰ
種

（
無

刊
記

Ⅰ
種

）
と

同
版

」
の

よ
う

に
、

関
係

す
る

版
種

を
表

し
た

。
こ

の
表

は
、

中
村

座
の

囃
子

方
に

よ
る

正
本

を
も

と
に

作
成

し
た

。
述

者
は

本
文

の
内

題
下

署
名

か
ら

と
り

、
表

紙
の

記
載

か
ら

は
と

っ
て

い
な

い
。

詞
章

の
右

側
に

胡
麻

点
が

あ
る

場
合

は
、

全
体

的
・

部
分

的
を

問
わ

ず
｢胡

有
｣

と
表

に
載

せ
て

い
る

。
文

字
譜

（
節

付
け

名
）

に
つ

い
て

は
、

文
字

譜
と

み
な

し
に

く
い

「
オ

ト
リ

」・「
哥

」・「
ツ

ツ
ミ

哥
」

な
ど

も
一

応
「

譜
有

」
と

し
て

表
中

に
記

載
し

て
い

る
が

、
本

文
の

冒
頭

の
「

二
上

り
」「

三
下

り
」

と
中

間
の

「
合

」
の

み
の

場
合

は
文

字
譜

無
し

と
見

な
し

て
表

に
は

載
せ

な
か

っ
た

。
相

版
元

の
関

係
を

特
に

示
す

必
要

が
あ

る
場

合
は

、
原

本
の

表
記

を
写

す
よ

う
に

心
掛

け
た

。
＊

1　『
高

野
道

行
哥

祭
文

』『
一

奏
勢

熊
坂

』
は

「
菜

花
曙

曽
我

　
第

三
番

目
」・「

中
村

座
」

と
表

紙
に

あ
る

が
、

版
元

が
異

な
る

。
＊

2　
上

下
二

冊
本

で
あ

る
。

他
に

、
下

冊
の

表
紙

を
除

い
て

上
下

一
冊

に
し

た
覆

刻
版

が
あ

り
（

竹
7-1163・

明
1023）、

そ
の

表
紙

に
「

上
下

」
と

入
る

版
（

黒
木

）
が

あ
る

。
＊

3　
下

冊
の

表
紙

を
除

き
、

上
下

冊
の

本
文

を
合

わ
せ

て
一

冊
に

し
た

同
版

本
あ

り
。

上
冊

の
表

紙
か

ら
「

上
」

を
削

去
し

て
表

紙
に

し
た

造
本

。
＊

4　
 版

元
2

と
し

て
「

瓢
箪

形
内

に
文

」
の

商
標

の
版

有
、

本
文

は
「

別
版

　
胡

･
譜

有
」。

＊
5　

享
保

19
年

1
月

上
演

時
の

い
が

や
版

の
本

文
を

参
考

に
し

て
版

下
を

作
っ

て
い

る
（

い
が

や
版

の
A

3）
と

み
ら

れ
る

。
＊

6　
こ

の
ほ

か
、

沢
村

屋
利

兵
衛

版
の

異
版

が
3

種
と

、
沢

村
屋

利
兵

衛
と

森
田

屋
金

蔵
相

版
の

版
が

4
種

存
在

す
る

が
、

刊
年

・
蔵

版
に

関
す

る
奥

書
は

な
い

。
＊

7　
こ

の
ほ

か
に

、
沢

村
屋

利
兵

衛
版

で
奥

書
の

な
い

異
版

が
あ

る
。

＊
8　

◎
は

版
種

が
複

数
あ

る
こ

と
を

示
す

。
そ

の
際

に
は

本
文

を
基

準
と

し
た

。
＊

9　
天

保
4・

9
再

演
時

の
正

本
（

沢
村

屋
版

）
あ

り
。
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後
版
（
未
定
稿
）

上
演

年
曲

　
名

冨
士

屋
小

十
郎

ふ
き

や
町

か
し

通
り

／
南

側

伊
賀

屋
勘

右
衛

門
住

所
変

動
和

泉
屋

市
兵

衛
芝

神
明

前

山
本

平
吉

よ
し

町
川

岸
角

森
田

屋
金

蔵
神

田
平

永
町

沢
村

屋
利

兵
衛

さ
か

い
町

丸
屋

鉄
次

郎
蔦

屋
重

三
郎

小
伝

馬
町

三
丁

目

大
黒

屋
金

之
介

清
水

治
平

衛
本

芝
三

丁
目

濱
松

屋
幸

助
通

油
町

北
側

多
田

屋
利

兵
衛

堀
江

町
四

丁
目

日
本

橋
通

三
丁

目
寛

延
2・

3
一

奏
現

在
道

成
寺

○
元

浜
町

伊
賀

屋
勘

右
衛

門
原

板
／

ふ
き

や
町

冨
士

屋
小

十
郎

再
板

宝
暦

3・
2

京
鹿

子
娘

道
成

寺
◎

◎
○

山
本

相
版

○
森

田
屋

　
と

相
版

◎
◎

 「
再

板
　

沢
村

屋
兵

衛
正

」
　

 「文
政

十
三

年
改

板
澤

村
蔵

板
」

　
 「天

保
十

一
年

澤
村

蔵
板

」

◎
沢

村
相

版
　

｢文
久

四
年

　
再

々
刻

｣

○

宝
暦

4・
2

英
執

着
獅

子
◎

◎
○

森
田

屋
　

と
相

版
○

◎○
大

黒
屋

金
之

介
相

版

○
沢

村
相

版
○

沢
村

  
相

版
○

○

宝
暦

6・
11

早
咲

枕
丹

前
◎

南
側

一
種

大
名

題
有

○
○

森
田

屋
　

と
相

版
○○

岩
戸

屋
相

版
○

岩
戸

屋
久

兵
衛

相
版

○

宝
暦

12・
3

道
行

旅
初

桜
○

宝
暦

14・
2

爪
音

幸
紋

尽
○

｢再
板

｣
　

大
名

題
無

宝
暦

14・
4

ね
こ

の
つ

ま
○

○
○

明
和

2・
11

姿
の

鏡
関

寺
小

町
○

○
　

○
冨

士
屋

相
版

◎○
岩

戸
屋

相
版

◎
○

○

明
和

4・
1

琴
の

段
　

朧
月

○
字

稽
古

本
○

｢申
年

八
月

再
板

｣
○

 字
表

紙
稽

古
本

明
和

4・
1

春
調

娘
七

種
◎

◎
○

森
田

屋
　

と
相

版
◎

◎
｢文

久
三

年
八

月
改

板
｣

○
原

板
沢

村
　

求
板

丸
屋

明
和

4・
8

秋
巣

籠
○

○
○

山
本

相
版

◎
｢再

板
｣

明
和

4・
8

衣
か

づ
き

思
破

車
○

○
○

○
○

原
板

沢
村

　
求

板
丸

屋
○

明
和

6・
2

相
生

獅
子

◎
◎

富
士

屋
相

版
◎

単
独
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［略語］

（元 1）：元版 1
（元 2）：元版 2
（儀）：本屋儀兵衛版
（Ⅰ～Ⅵ）：無刊記版Ⅰ～Ⅵ種
（沢村Ⅰ～Ⅳ）：沢村利兵衛再版Ⅰ～Ⅳ種
（丸鉄）：丸屋鉄次郎版

上：上野学園日本音楽史研究所
演：早稲田大学演劇博物館
辻：早稲田大学演劇博物館辻町文庫
加：都立中央図書館加賀文庫
霞：東京大学霞亭文庫
抱：抱谷文庫
黒：東京大学教養学部黒木文庫
芸：東京芸術大学附属図書館
東国：東京大学国語国文研究室
竹：国立音大附属図書館寄託竹内文庫
パ：パリ国立図書館
博：東京国立博物館
花：上田花月文庫
松：松浦史料博物館
明：明治大学附属図書館松和文庫

書籍に図版掲載
原：『長唄原本集成』
図：『歌舞伎図説』
近：『日本近世日本舞踊史』石井国之著
川：『江戸長唄』川上邦基著

（『東海大学国際文化学部紀要』創刊号（2008 年）に掲
載した『所蔵一覧』に加筆して作成した）

7-1745･2568･2569･ 演特イ 11-1212-116A、他有り
めりやす青葉　　元：黒
岩井月緑の松本　　元：演特イ 11-1212-37E と 116G
めりやす浪枕　　元：特イ 11-1212-37F（表紙破）
千代の春緑末廣　　元：演特イ 11-1212-37I
万歳君堺町　　元：明
再春菘種蒔　　元：演特イ 11-1212-38C と 117AB･ 竹

7-1387･1389･3149･3150、沢村Ⅰ：（字表紙）明・
竹 7-1393･1394･3151、沢村Ⅱ：（字表紙）芸 N27・
演特イ 11-1212-117C・演特イ 13-312-97・竹 7-1390-
1392･1838･3152･3153、沢村Ⅲ：（版元部分墨丁）
竹 7-3156・演特イ 13-312-98、丸鉄：竹 7-1396

紅葉袖名残錦絵　　元：芸 N1 と 4・演特イ 11-1212-
38D と 117DE・明・竹 7-1517-1520･3205-3207、元′：

（字表紙）明・竹 7-1521･1522･3208（他に天保四
年再演版有り）

めりやす命毛　　元：演特イ 11-1212-38G・明
四 季 眺 寄 三 大 字　　 元（ 上 下 2 冊 ）： 竹 07-604-

607･2779･2780・演特イ 11-1212-38H･117G･118A、
沢 村 Ⅰ（ 上 下 1 冊 ）： 演 特 イ 11-1212-118BC・
竹 7-608-611･2781･2782、 沢 村 Ⅱ： 明 2091・
竹 7-2783、 沢 村 Ⅱ′： 明 2092・ 演 特 イ 11-1212-
118D・ 竹 7-613･2784･22785、 沢 村 Ⅱ′：（ 本
文 Ⅱ 同 版 表 紙 別 版 ） 演 特 イ 13-312-102・ 竹
7-614･615･2786･2787、沢村Ⅲ：竹 7-2789、沢村
Ⅲ′：演特イ 11-1212-119A・竹 7-2788・芸 N25・
明 2100、沢村Ⅳ：芸 N25・竹 7-616・演特イ 13-
312-101

御名残尾花留袖　　元：竹 7-2580
寄三津再十二支　　元：明・竹 7-1638-1640･3260・演

特イ 11-1212-40A
梅籬霞帯曳　　元：明・演特イ 11-1212-40D・芸 N11
其九繪彩四季櫻　　元：竹 785-790・演特イ 11-1212-

40E と 119EF、元′：（上冊表紙覆刻）明・演和ト
13-44 と 45 カ

今嫩花道　　元：演特イ 11-1212-41E・明
琴唄朝顔　　元：演特イ 11-1212-41G
御名残七小町容彩四季　　元竹 7-977
道中丸色廓　　元：特イ 11-1212-42A（欠本）
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三瀬川吾妻人形　　元：演特イ 11-1212-27F
色手綱誓の駒引　　元：演特イ 11-1212-27G
折箙竹梅幸　　元：明
めりやす心の蝶　　元：竹 7-507･2433
めりやす心の木枕　　元：芸 N3、後版：竹 7-2726（森

田屋版）
めりやす爪紅粉　　元：竹 7-2437
姿花秋七種　　元：明・演和ト 13-285、沢村Ⅰ：竹

7-2848･2849･ 芸 N22･ 演特イ 11-1212-28A と 109H
（抜き本）

めりやすあだし髪　　元：竹 7-2438
忍夫摺形見狩衣　　元：明
仙台ぶし吾妻唄　　元：竹 7-50、沢村Ⅰ：竹 7-51･ 演

特イ 11-1212-28C･ 演和ト 13-194･ 演和ト 13-444-
3E･ 明

めりやす心の雪　　元：竹 7-2439
めりやす墨の梅　　元：竹 7-2441･ 演特イ 11-1212-28E

（唄浄瑠璃）邯鄲四季の花道　　元：明、沢村Ⅰ：芸
N3、沢村Ⅱ：竹 7-331

花車紅葉錦　　元：近（表紙のみ掲載）
めりやす花の関の戸　　元：竹 7-2442
めりやす室のゑがお　　沢村Ⅰ（森田屋相版）：演特

イ 11-1212-29F
牛飼室梅花　　元：演特イ 11-1212-110B、沢村Ⅰ（森

田屋相版）：竹 7-92･ 演特イ 11-1212-29E、後版：
竹 7-93

帯曳花農小林　　元：演特イ 11-1212-29K・明・竹
7-249･250･2063･2573、沢村Ⅰ：竹 7-248･2574、沢
村Ⅱ（森田屋相版）：演特イ 11-1212-110DE

めりやす心の筆　　元：演特イ 11-1212-30B と 110F
江戸花五枚錦絵　　元：演特ト 13-429-18・明、沢村Ⅰ

（森田屋相版）：演特イ 11-1212-30F（抜き本）
めりやす蔦紅葉　　元：演特イ 11-1212-30I
花袂碁立梅　　元：演特イ 11-1212-31H
三重霞嬉敷顔鳥　　沢村Ⅰ：明・竹 7-1422･1423･3175・

演特イ 11-1212-110J･ 演特ト 13-443-96･ 演特ト 13-
429-20、沢村Ⅱ：竹 7-1424･3174・演特イ 11-1212-
32F、沢村Ⅱ′（字表紙）：竹 7-3176

ぬれ翅　　後版：演特イ 11-1212-142（森田屋版透写本）
琴唄秋空　　元：演特イ 11-1212-32H
新八重梅　　元：演特イ 11-1212-32I
めりやすうてな　　元：演特イ 11-1212-33C
法 花 四 季 台　　 元： 竹 17-1043･1044、 沢 村 Ⅰ： 竹

7-1045-1048･2998･2999・芸 N3・明、沢村Ⅱ：竹
7-3000･3001、沢村Ⅱ′（字表紙）：竹 7-3002、沢村Ⅲ：
明・竹 7-1049、沢村Ⅲ′：竹 7-1050（表紙覆刻）、
沢村Ⅳ（丸鉄求版）：竹 7-1051

めりやす妻戸の風　　元：明
若緑姿相生　　元：明

七字の花在姿繪　　元：明 2056・竹 7-622･624･626･ 
1774･1776・ 演 特 イ 11-1212-34A と 111G、 沢 村
Ⅰ： 明 2055・ 演 特 イ 11-1212-112A、 沢 村 Ⅱ：
演 特 イ 11-1212-112AB・ 竹 7-620、 沢 村 Ⅲ： 竹
7-628･629･1779・演特イ 11-1212-112CD、沢村Ⅲ′：
竹 7-631･1778（字表紙）、沢村Ⅳ：竹 7-632

めりやす袖の海　　元：明・竹 7-758
（子日）男舞曲相生　　元：演特イ 11-1212-34C･ 演和

ト 13-178・明、沢村Ⅰ：竹 7-246
（重陽）色碪籬花娵　　元：演特イ 11-1212-34DE と

113E
寶君寿万歳　　元：演特イ 11-1212-34G・明
梅庭意贔屓　　元：黒・演特イ 11-1212-34I（透写本）
道行鳥邊山　　元：竹 7-3180･3181・演特イ 11-1212-

35A･ 演和ト 13-286 カ
めりやす月雪花操車　　元：竹 7-3469
濱松風恋歌　　元：明・芸 N22・竹 7-1185･1186･3072･ 

3073・演特イ 11-1212-113I、沢村Ⅰ：演特イ 11- 
1212-113J114A・ 竹 7-1187･1188･3074、 沢 村 Ⅱ：
竹 7-1190･3076、沢村Ⅱ′：芸 N17（表紙覆刻）、
沢村Ⅲ：竹 7-1191、沢村Ⅳ：竹 7-1192･1193･3077

天津矢声恋神業　　元：明
邯鄲薗菊蝶　　元：演特イ 11-1212-36A･ 演和ト 13-

419-21・竹 7-332･334･3339、丸鉄：竹 7-335
めりやすゆかりの月　　元：竹 7-1630･2446・明 2069・

芸 N1、沢村Ⅰ：明 2070・演特イ 11-1212-36C、丸
鉄：竹 7-3258

めりやす八重やまぶき　　元：黒・竹 7-1562
めりやす木の下やみ　　元：黒

（伊勢音頭）恋目双六　　元：演和ト 13-296
小原女（上冊）廓の禿（下冊）　　元（上下 2 冊）：演

特イ 11-1212-36G･114K・115CD（下冊）・竹 7-288- 
296・明、元′：（下冊字表紙）芸 N19・演特イ 11-
1212-115E･ 竹 7-301･1763・1764･2138･2595（ 下
冊字表紙）･2597、沢村Ⅰ：芸 N17 と 19・明・
演 特 イ 11-1212-115A･ 特 イ 13-312-89・ 竹 7-297-
299･2595･2596、沢村Ⅰ′：竹 7-3332（上冊字表紙）、
沢村Ⅱ：竹 7-3333、沢村Ⅲ：芸 N27・演特イ 11-
1212-115B

追払梅明春　　元：演特イ 11-1212-36H
琴唄花色香　　元：竹 7-1156･1825（表紙欠）
遅桜手尓葉七字　　元：（上冊）竹 7-231･229･1746･ 

2562・明、（下冊）竹 7-230･2563・明、沢村Ⅰ：
（ 上 下 1 冊 ） 芸 N4・ 竹 7-233･234･1747･1748･20
99･2564･2565・ 明 2110・ 演 特 イ 11-1212-37A と
115G、 沢 村 Ⅰ′： 芸 N17 と 25・ 明 2109（ 改 刻
箇所有）、沢村Ⅱ：（字表紙本文Ⅰの覆刻）竹
7-235･2566･2577　 沢 村 Ⅲ：（ 大 黒 屋 相 版 ） 竹
7-236･238･3323、沢村Ⅳ：（上 1 冊丸鉄相版）竹
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道行昔のうつし絵　　元 1：演特イ 11-1212-22H・明カ
琴柱のかり　　元 1：松
めりやすなみ枕　　元 1：松
めりやす雪月花　　元 1：松、儀：演特イ 11-1212-22I
花楓粧丹前　　元 1：演特イ 11-1212-22J・松・明
花緑千歳寿　　元 1：明
初花色の染手綱　　元 1：明
恋の枷糸　　元 1：演特イ 11-12112-22L・竹 7-2428
乱咲扇子蝶　　元 1：明
再咲花娘道成寺　　元 1：演特イ 11-1212-22M
めりやす秋の夜　　元 1：演特イ 11-1212-22Q・演和ト

-13-418-6
道行児桜恋淵瀬　　元 1：芸 E（透写）
咲競梅丹前　　元 1：芸 E（透写）
めりやす色増袖　　元 1：松
馴初船の内　　Ⅰ：演特イ 11-1212-23B・竹 7-2979
朝日の舞鶴　　Ⅰ：芸 E
狂乱岸姫松　　元 1：芸 E
重荷の塩柴　　元 1：芸 E
色見草古巣玉籬　　元 1：演和ト 13-281
めりやす雨の後　　元 1：演特イ 11-1212-25A
八朔梅月の霜月　　元 1：演特イ 11-1212-25C・演特イ

11-1212-107A・演和ト 13-423-4・明 2001、無刊記版：
竹 7-3021、沢村Ⅰ：明 2002、沢村Ⅱ：演特イ 11-
1212-107BCD・芸 N28

松鶴嫩丹前　　元Ⅰ：演特イ 11-1212-25D
めりやす東歌　　元 1：演特イ 11-1212-25E
初約束手管草摺　　元 1：演特イ 11-1212-25F
太夫株常磐万歳　　元 1：演特イ 11-1212-25G
めりやす雛草　　元 1：演特イ 11-1212-25H
放下僧月の弓取　　元 1：演特イ 11-1212-25J
釣狐菊寒咲　　元 1：演特イ 11-1212-25K
春駒勇笑顔　　元 1：演特イ 11-1212-26A
めりやすうわ帯　　元 1：演特イ 11-1212-26B
對面花春駒　　元 1：演特イ 11-1212-26C・竹 7-2882、

沢村Ⅰ：演特ト 13-443-92、沢村Ⅱ：竹 7-2884、
沢村Ⅲ：芸 N26、沢村Ⅳ：竹 7-2883（奥書無）

五月菊名大津絵　　元 1：演特イ 11-1212-26D・演特イ
11-1212-108A（奥書無）、沢村Ⅰ：演特ト 13-429-
17･ 明 ･ 竹 7-564

めりやす月の鏡　　元：竹 7-902
めりやすやどり車　　元：明・竹 7-2430
琴唄雲井の雁　　元：松
めりやす下紐　　元：松
床さかづき相の山　　元：松
めりやす糸車　　元：竹 7-2431
新 う た 五 大 力　　 元： 松・ 竹 7-2432、 沢 村 Ⅰ： 竹

7-521･2732・演特イ 11-1212-27E･109EF、沢村Ⅱ：
竹 7-522･ 芸 16、沢村Ⅲ：竹 7-523･524･ 明

めりやす花散鐘　　元 1：演特ト 13-448-90（透写）
めりやす葉桜　　元 1：演特イ 11-1212-19F
翁草恋種蒔　　Ⅰ：演和ト 13-444-2F・演特ト 13-443-

84、Ⅱ：竹 7-169 と 170
置霜恋乱菊　　元 1：花
壽萬歳　　Ⅰ：演特イ 11-1212-20L
めりやすねぬよ　　Ⅰ：演特ト 13-413（本文欠）
めりやすすくな文字　　Ⅰ：竹 7-2413
鐘 掛 花 振 袖　　 Ⅰ： 芸 N9、 Ⅱ： 竹 7-2607、 Ⅲ： 竹

7-314
めりやす時雨月　　元 1：演特ト 13-413・竹 7-2414
めりやす雪見酒　　元 1：竹 7-2415
めりやす朧月　　元 1：松・黒、元 2：芸 N9・演特ト

13-443-87
咲分梅笑顔　　元 1：松
めりやす男文字　　元 1：芸 N24/1
其紅葉懺悔物語　　元 1：芸 E
信夫石恋御所染　　元 1：明・松
めりやす花夕部　　元 1：明・松
琴歌雪の夜　　元 1：松 835-S11-10･12
風流女萬歳　　元 1：竹 7-2417
初夢姿富士　　元 1：松
花菖蒲對の手綱　　元 1：竹 7-2418
秋の花角力　　元 1：松
華筵千種の丹前　　元 1：竹 7-2419
二ツ紋ときに相の山　　元 1：7-2420
氷面鏡梅俤　　元 1：竹 7-2421
恋の乱れ苧　　元 1：松・竹 7-2422・演和ト 13-413B（表

紙のみ存）
潔江戸絵　　元 1：松
曳各鐘贔屓　　元 1：霞
三拍子秋野色々　　元 1：竹 7-2424
映紅葉奴僕　　元 1：竹 7-2423
髪梳き秋の暮　　元 1：竹 7-2425・7-29
引連樹春駒　　元Ⅰ：芸 E（透写）
めりやす磯千鳥　　元 1：竹 7-2426
めりやす関の戸　　元 1：竹 7-2427
道行花の雪吹　　元 1：明
めりやす仇枕　　元 1：竹 7-48
色見草四の染分　　元 1：明
紅白姿色鏡　　元 1：松
我背子恋の合槌　　元 1：松
丹前花姿視　　元 1：明・演特イ 11-1212-22B
屏風の関　　元 1：松
めりやす雨の柳　　元 1：演特イ 11-1212-22E
花遊小鳥囀　　元 1：明
琴哥かり寝　　元 1：明・霞
釣狐花設罠　　元 1：明・芸 N9
今様月汐汲　　元 1：明 1194
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袖柳名所塚　　元 1：演特イ 11-1212-11B・明
秋巣籠　　元 1：芸 N24/2・演特イ 11-1212-11I、Ⅰ：花・

演和ト 13-107
衣かつぎ思破車　　元 1：演特イ 11-1212-11J と 93C、儀：

演特イ 11-1212-93E、Ⅰ：演特イ 11-1212-93D、Ⅱ：
上　　

早咲賎女乱拍子　　元 1：抱、Ⅰ：明・演特ト 13-443-
65・演和ト 13-423-30、Ⅱ：演特イ 11-1212-11M と
93K、Ⅲ：演特イ 11-12112-93L

楓袖相生曲　　元 1：花
おどり念仏　　Ⅰ：明・演特ト 13-417-7
鉢扣色入船　　元 1：演特イ 11-1212-11K と 93I（上下

二冊）・93H（上下一冊本）
ちごさくら　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2405・明・演特

イ 11-1212-12D と特ト 13-417-11、Ⅰ：演特イ 11-
1212-94H と I

葉桜閨の團　　元 1：芸 E（透写）
渡初鵲丹前　　元 1：演特イ 11-1212-12F･98DE
おとぎ紅葉早物語　　元 1：演特イ 11-1212-12G
畳算　　元 1：芸 24/2、Ⅰ：松・竹 7-2407、Ⅱ：明、Ⅲ：

演特イ 11-1212-12H と 98F、Ⅳ：演和ト 13-421-7、
Ⅴ：竹 7-2901・抱、Ⅵ：芸 N9･N11

梅楓娘丹前　　元 1：演特イ 11-1212-12K･95K
深見草咲分丹前　　元 1：明
初時雨　　元 1：芸 N24/2、Ⅰ：松
相生菊相撲　　元 1：パ
心駒勢草摺　　元 1：演特イ 11-1212-13C
一奏廓羽衣　　元 1：演特イ 11-1212-13E
道行女夫傘　　元 1：芸 N24/2・演特イ 11-1212-13D、儀：

演特イ 11-1212-96G
相生獅子　　元 1：花・演特ト 13-429-10・竹 7-2135・

東国、Ⅰ：松・明・竹 7-2460・演特ト 13-443-3･4、Ⅱ：
演特イ 11-1212-97E・霞・芸 N9・竹 7-2461・演和
ト 13-434-7D、Ⅲ：上・明、Ⅳ：演特イ 11-1212-
13F

追善江戸桜其俤　　元 1：演特イ 11-1212-13H・花
弾的准系図　　元 1：花・演特ト 13-417-9（同修本）、Ⅰ：

演特イ 11-1212-13G ト 97A・演特ト 13-429-6 他
雲の峰　　元 1：花・芸 N24/2・明、Ⅰ：芸 N3
めりやす萩の風　　元 1：芸 N24/2・花・演特イ 11-

1212-14B と 98B
めりやす待夜　　元 1：芸 N24/2
めりやすかみ心　　元 1：演特イ 11-1212-14F と 98H、

Ⅰ：演和ト 13-387
楓葉恋狩衣　　元 1：演特イ 11-1212-14G
釣狐春乱菊　　元 1：演特イ 11-1212-14L と 99F･99G、

儀：花・演特ト 13-443-75、Ⅰ：明、Ⅱ：演特ト
13-443-74

春宝東人形　　元 1：演特イ 11-1212-15A と 99E

こころの五文字　　元 1：演特イ 11-1212-15B と 99J、
元 2：竹 7-2046

山桜姿鐘入　　元 1：演特イ 11-1212-15C
めりやす星明　　元 1：演特イ 11-1212-16A、儀：演特

イ 11-1212-100D、Ⅰ：芸 N24/1
狂乱須磨友千鳥　　元 1：演特イ 11-1212-16C・演特ト

13-417-10、Ⅰ：演特イ 11-1212-100H
粧古郷帰花　　元 1：演特イ 11-1212-16E、儀：明
水仙対丹前　　元 1：演特イ 11-1212-16D
めりやすうき枕　　元 1：演特イ 11-1212-16F、Ⅰ：松
花姿放下僧　　元 1：花・博
髪梳十寸鏡　　元 1：演特イ 11-1212-17C と 100J・演

特 ト 13-319・ 花・ 博・ 芸 E24、 Ⅰ： 竹 7-319 と
7-2409

めりやす仇ざくら　　元 1：演特イ 1-1212-17B・花・博、
Ⅰ：芸 E24

妹背星紅葉丹前　　元 1：博
花角力里盃　　元 1：博・演特イ 11-1212-17I
雪花喩系図　　元 1：芸 E（透写）
冬 牡 丹 園 生 獅 子　　 元 1： 演 特 イ 11-1212-17H と

101A・博
紅白勢丹前　　元 1：博、Ⅰ：演特イ 11-1212-17G・芸

N11、Ⅱ：近
めりやす鳥の音　　元 1：演特イ 11-1212-17J・博
七襄秋羽衣　　Ⅰ：竹 7-2978（表になし）
曙鎌倉名所　　元 1：博
梅笑粧くさずり　　元 1：博、Ⅰ：演特ト 13-443-77･

芸 E24・芸 N11
春遊駅路駒　　元 1：博

（狂乱初霞）　雲井の里言葉　　元 1：博、Ⅰ：芸 E24・
演和ト 13-427、Ⅱ：演特イ 11-1212-18A

めりやす若くさ　　元 1：博、Ⅰ：芸 E24・明
めりやすわが涙　　元版 1：博
初歌舞妓女花槍　　Ⅰ：芸 E24
笹引　　Ⅰ：芸 E24
雪の一夜室乱梅　　Ⅰ：演和ト 13-425-14
めりやす白たえ　　Ⅰ：芸 E24・花・明、Ⅱ：演和ト

13-124
めりやすかきつばた　　Ⅰ：演和ト 13-106
道行初の鶯　　Ⅰ：竹 7-1436（表紙のみ存、表になし）
三扇雲井月　　元 1：辻
陸花　　元 1：芸 N11・抱・演特ト 13-443-83
めりやす錦木　　元 1：芸 N11・明・抱・花・松・演

特イ 11-1212-18J・辻
（風流万歳）五衣の品　　元 1：芸 N11
めりやす神頼　　元 1：明
めりやす思ひ寝　　元 1：抱、Ⅰ：明
めりやす庭の落葉　　元 1：芸 E（透写）
御所望釣狐　　元 1：芸 E（透写）
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芳野草　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2392、儀：演特イ 11-
1212-6C と 86F、Ⅰ：演和ト 13-67

道行旅初桜　　元 1：川（表紙のみ掲載）、Ⅰ：竹
7-1432 と 1433・明 1052・演特ト 13-443-37 他、Ⅱ：
竹 7-3178 と 2027、Ⅲ：演特ト 13-443-38

男郎花　　元 1：芸 N24/2
紅葉賣　　Ⅰ：演和ト 13-105・芸 N9・演特イ 11-1212-

7C
一奏夕告鳥　　元 1：演和ト 13-448-30
勝舞台名寄行列　　元 1：演和ト 13-448-31（透写）
姥桜江島面　　元 1：演和特ト 13-448-33（透写）
旅寝の小蝶　　元 1：演和ト 13-448-34（透写）
峰雲皐墨染　　元 1：パ
夏柳烏玉川　　元 1：パ
末広冬牡丹　　儀：演特イ 11-12112-7G
艸摺引　　儀：演特イ 11-1212-8A と 88A、Ⅰ：演特ト

13-443-49
爪音幸紋尽　　元 1：明 1069・演和ト 13-421-25、Ⅰ：

芸 N9 と E24・演特イ 11-1212-8B・松・演特ト 13-
443-48 他、Ⅱ：霞、Ⅲ：辻

ねこのつま　　元 1：竹 7-2394・芸 N24/2
めりやす　袖の露　　元 1：芸 N24/2
御所風俗輦丹　　元 1：演特イ 11-1212-8G
縁結祝葛葉　　元 1：芸 N24/2・松、儀：演和ト 13-84
めりやす親子草　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2397、儀：

演特イ 11-1212-8K・演特ト 13-443-51 他
姿の鏡関寺小町　　元 1：明、儀：芸 N12・演特イ 11-

12112-9H と 90G・演和ト 13-88、Ⅰ：芸 N9・明・
演特イ 11-1212-90H・竹 7-2837

冬至梅たが袖丹前　　元 1：演特イ 11-1212-9J
花寄系図咄　　元 1：花・明
ふたつ文字　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2399・演和ト 13-

423-52、Ⅰ：演特イ 11-1212-9I・演和ト 13-53・明、
Ⅱ：演和ト 13-423-54・竹 7-1323、Ⅲ：竹 7-1319・
演和ト 13-85・松・芸 N9、Ⅳ：竹 7-2040

馴染相の山　　元 1：演特イ 11-1212-9N・東国・竹
7-2400・芸 N24/2・演特ト 13-448-5、Ⅰ：松

松吹袖汐路　　元 1：芸 E（透写）
梅紅葉二人物狂　　元 1：演特イ 11-1212-10C
琴の段朧月　　元 1：芸 N24/2・明・竹 7-2402・演和

ト 13-418-49、 Ⅰ： 竹 7-251 と 2403・ 演 和 ト 13-
418-50、Ⅱ：演特イ11-1212-10Jと特ト13-443-61、Ⅲ：
竹 7-2576

春調娘七種　　元 1：上・明・演特イ 11-1212-10I と
91I、Ⅰ：演特イ 11-1212-91J と特ト 13-443-58 と
和 ト 13-94、 Ⅱ： 芸 N9・ 演 特 ト 13-443-60・ 竹
7-2136、Ⅲ：竹 7-3079

春雨　　元 1：演特イ 11-1212-11A・芸 N24/2、Ⅰ：演
特イ 11-1212-92C

［所蔵一覧］（表 1 - 6 に対応する）

傾城無間鐘　　元 1：特イ 11-1212-1B、元 2：竹 07-
2387（再演）

無間鐘新道成寺　　元 1：江、元 2：演特イ 11-1212-1C
うしろめん　　元 1：原本集成 1
相生獅子　　元 1：演特イ 11-1212-1D
鳥羽の恋塚　　元 1：原 1
高野道行歌祭文　　元 2：パ
一奏勢熊坂　　元 1：演特ト 13-308
兵四阿屋造　　元 1：演特ト 13-310
百千鳥娘道成寺　　元 1：特イ 11-1212-1G
初見雪氷衣　　元 1：パ
山中対面の道行　　元 1：パ
掛合こと哥　　元 1：パ
小妻重山吹海道　　元 1：パ

（室咲）京人形　　　　元 1：パ
無間鐘　　元 1：パ
一奏現在道成寺　　元 1：パ
今様熊坂の段　　元 1：加
京鹿子娘道成寺　　元 1：加・パ、元 2：図 360、儀：

竹 7-400、Ⅰ：演特イ 11-1212-2C と 78A・演和ト
13-127 他、Ⅱ：松・竹 7-401・芸 N11・演和ト 13-
419-24・演特イ 11-1212-78B・辻他

花の縁　　元 1：加、元 2：芸 N24/2、Ⅰ：松、Ⅱ：
竹 2388、Ⅲ：芸 N9

一奏乙女姿羽衣所作　　元 1：パ
分身鉄五郎　　元 1：パ
夜鶴花巣籠　　元 1：パ
江戸鹿子男道成寺　　元 1：パ、儀：演特イ 11-1212-

79B、Ⅰ：演特イ 11-1212-79C
英執着獅子　　元 1（上下 2 冊）：演特イ 11-1212-3A・加・

パ、儀（上下 2 冊）：松・竹 7-1161 と 1162・演特
イ 11-1212-79D・演和ト 13-423-24 他・（上下 1 冊）
明 1023・竹 7-1163（破）・黒、Ⅰ：上（上冊）・花（下
冊）、Ⅱ：演和ト 13-98（上冊）・上（下冊）、Ⅲ：
明 1022・演特ト 13-443-9（上下一冊）、Ⅳ：抱（上冊）

冬牡丹揚羽面影　　元 1：パ
万歳貝尽掛合せりふ　　元 1：加
やりおどり長哥　　元 1：パ
早咲枕丹前　　元 1：演特イ 11-1212-4B
寿相生羽衣　　元 2：演特イ 11-12125B・辻・花上、Ⅰ：

芸 N9 上 冊・ 演 和 ト 13-419-58、 Ⅱ： 演 特 イ 11-
1212-85D と E・演和ト 13-70・演特ト 13-443-29 と
30 他、Ⅲ：演和ト 13-419-59 下、Ⅳ：竹 7-534

舞扇子姥桜　　元 1：演特ト 13-448-19（透写）
舞鶴初丹前　　元 1：演特イ 11-1212-5G 他（透写）
勝色桜丹前　　元 1：明 1051
髪梳名とり草　　元 2：竹 7-2611




